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PHOTO NEWS ［フォトニュース］

今月の表紙「元気いっぱいの子どもたち」

本校は、昭和54年に小郡養護学校として開校し、平成22年に校名を小郡特別支援学校に変更しました。今年開校43年目を迎
えます。校訓「自立　友愛　希望」のもと、子どもの可能性を最大限に伸ばし、自立と社会参加を目指し、心豊かにたくましく
生きていく子どもを育てることを目標に教育を行っています。

小学部では、様々な活動の中で興味・関心を広げ、他者と楽しく関わる力や学ぶ意欲を育てています。中学部・高等部では、
高等部卒業後の一人一人の障がいの状況や個性に合った進路決定に向け、一貫したキャリア教育を行っています。興味や適性に
合わせて選択できるよう様々なコースを設定した作業学習や、中学部３年生から高等部３年生まで、計６回の「産業現場等にお
ける実習」を通して、粘り強く取り組み、自ら考えて行動する生徒の育成を図っています。

また、訪問教育では、コロナ禍における学びの保障のため、ＩＣＴを活用したオンライン授業も行っています。

学ぶ意欲をもった児童、粘り強く取り組み、自ら考えて行動する生徒の育成を目指して　福岡県立小郡特別支援学校
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教育委員会委員　感謝状授与

福岡県立玄界高等学校フェンシング部　知事・教育長表敬訪問

知事室において、教育委員会委員感謝状授与式が行われました。服部知事から７月７日付で退任された宮本美代子氏に

感謝状が授与されました。また、同日に開催された教育委員会会議終了後、退任式が行われ、教育委員会委員を代表し前

田惠理氏より感謝状が授与されました。

福岡県立玄界高等学校フェンシング部の吉岡涼夏選手、井上すず選手、土谷友香選手、赤坂可倫選手、桐島愛選手が

服部知事、吉田教育長を訪問し、「第４５回全国高等学校選抜フェンシング大会女子サーブル学校対抗戦」で優勝したこと

を報告しました。

本大会の優勝は、前回大会（平成３０年度第４３回大会）に続き、２大会連続２回目の優勝となります。※令和元年度第

４４回大会は中止



教育の
広場

今
年
の
１
月
、「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
～
全
て
の
子
供
た

ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学

び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
～
」
と
い
う

中
央
教
育
審
議
会
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

長
く
中
教
審
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
中

教
審
答
申
等
は
過
去
の
実
践
を
踏
ま
え
、
そ
の
時
々
の
、
特
に
必
要
と
さ
れ

る
課
題
を
整
理
し
つ
つ
前
に
進
む
指
針
を
示
す
と
い
う
役
割
を
持
っ
て
い
る

の
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
答
申
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要

領
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
再
確
認
さ
れ
た
学
校
教
育
の
役
割
や
、
急
速
に

進
む
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
す
る
学
校
教
育
の
在
り
方
を
整
理
し
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

松
尾
芭
蕉
の
「
古
人
の
跡
を
求
め
ず
、
古
人
の
求
め
た
る
と
こ
ろ
を
求
め

よ
。」
は
教
育
施
策
の
流
れ
を
振
り
返
る
と
き
に
も
役
に
立
つ
言
葉
だ
と
思

い
ま
す
。
今
か
ら
半
世
紀
前
、
昭
和
４０
年
代
の
社
会
教
育
は
、
ユ
ネ
ス
コ
で

ポ
ー
ル
・
ラ
ン
グ
ラ
ン
が
提
示
し
た
レ
ポ
ー
ト
「
生
涯
教
育
に
つ
い
て
」
で

活
気
づ
き
、
昭
和
５６
年
に
は
中
教
審
答
申
「
生
涯
教
育
に
つ
い
て
」
も
出
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
は
社
会
教
育
の
時
代
だ
と
喜
ん
で
い
た
先
輩
た
ち
が
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。
学
社
連
携
と
い
う
言
葉
は
そ
の
当
時
か
ら
あ
り
、
し
か

し
、
社
会
教
育
の
体
制
の
不
十
分
さ
や
認
知
度
の
低
さ
か
ら
、「
な
か
な
か
車

の
両
輪
に
は
な
ら
な
い
ん
だ
。」
と
、
子
ど
も
会
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
た
教
員
出
身
の
社
会
教
育
主
事
の
先
輩
が
言
わ
れ
た
言
葉
を
思
い
出

し
ま
す
。
そ
の
後
社
会
教
育
の
事
業
・
施
設
・
人
材
育
成
の
基
盤
整
備
が
進

み
、
臨
時
教
育
審
議
会
で
の
「
生
涯
学
習
体
系
へ
の
移
行
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
に
、
生
涯
学
習
が
広
く
一
般
に
膾か

い

炙し
ゃ

さ
れ
た
平
成
一
桁
の
時
代

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
方
分
権
・
行
政
改
革
の
中
で
補
助
金
が
縮

小
・
廃
止
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
補
助
金
と
い
う
制
度
に
支
え
ら
れ
て
い
た

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
行
政
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
た
時
が
訪
れ
ま

し
た
。

補
助
金
の
廃
止
・
減
少
が
進
ん
だ
時
代
、
委
託
事
業
と
し
て
整
備
が
図
ら

れ
た
の
が
、
導
入
途
上
で
あ
っ
た
学
校
週
５
日
制
を
支
え
る
、
学
校
の
子
供

た
ち
支
援
の
た
め
の
事
業
で
し
た
。
学
校
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
県
に

よ
っ
て
は
県
教
育
委
員
会
の
組
織
の
中
か
ら
社
会
教
育
組
織
が
学
校
教
育
課

の
中
に
置
か
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
全
国
の
教
育
委
員
会

令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
と
社
会
教
育

放
送
大
学
副
学
長　

菊　

川　

律　

子
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の
社
会
教
育
課
が
軒
並
み
生
涯
学
習
課
へ
と
変
わ
り
、
社
会
教
育
固
有
の
役

割
が
見
え
な
く
な
っ
た
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
平
成
２０
年
の
中
教
審
答
申
「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
生
涯
学
習

の
振
興
方
策
に
つ
い
て
～
知
の
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
～
」
で
、

生
涯
学
習
・
生
涯
学
習
行
政
・
社
会
教
育
・
社
会
教
育
行
政
の
４
つ
の
概
念

が
整
理
さ
れ
、
行
政
の
フ
レ
ー
ム
が
再
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
税
金
を
投

入
す
べ
き
事
業
と
し
て
の
、
子
供
た
ち
を
支
え
る
社
会
教
育
の
役
割
も
大
き

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
２７
年
の
答
申
「
新
し
い
時
代
の
教
育
や
地
方

創
生
の
実
現
に
向
け
た
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
の
在
り
方
と
今
後
の
推

進
方
策
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
、
今
日
の
地
域
学
校
協
働
活
動
の
定
着
へ
と

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
答
申
は
、
古
く
か
ら
の
学
社
連
携
の
到
達
点

と
も
い
え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
で
す
か
ら
、
今
日
の
地
域
学
校
協
働
活
動
を
よ
り
良
く

し
て
い
く
視
点
は
、
新
た
に
何
か
を
考
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
社
会
教
育
の

基
礎
基
本
に
立
ち
返
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
子
供
の
教
育

に
関
し
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
学
校
教
育
は
主
軸
で
す
か
ら
、
個
人
や
社
会

に
と
っ
て
学
校
教
育
は
必
須
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
行
き
渡
り
、
施

設
・
人
・
予
算
等
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
し
て
、
家
庭
教
育
や
社

会
教
育
は
、
そ
の
人
格
形
成
に
占
め
る
役
割
に
比
し
て
、
重
要
性
は
広
く
理

解
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
面
も
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
は
、
大
人
や
地
域
の
学
習
活
動
の
中
に
子
供
た
ち
を
誘
い
出
す

教
育
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
一
生
は
長
い
。
生
き
る
こ
と
の
不
透
明
さ
と
と

も
に
、
技
術
の
進
歩
等
に
よ
る
世
の
中
の
予
測
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、
こ

の
１
年
半
の
コ
ロ
ナ
禍
で
誰
も
が
実
感
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
生

を
生
き
て
い
く
に
は
、
今
回
の
答
申
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
別
最
適

な
学
び
で
生
涯
に
わ
た
り
学
習
し
続
け
る
学
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、

協
働
的
な
学
習
活
動
の
中
で
、
他
者
と
と
も
に
生
き
て
い
く
力
を
育
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
他
者
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
を
座
学
で
、
言
葉
だ
け
で
教
え

る
こ
と
は
難
し
い
。
生
き
る
生
活
上
の
知
恵
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
最
先
端

の
技
術
等
は
多
様
な
人
々
と
の
出
会
い
の
中
で
、
自
ら
気
づ
き
体
得
し
て
い

く
も
の
で
す
。
以
前
所
属
し
て
い
た
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
の
調
査

「
子
ど
も
の
体
験
活
動
の
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
」
で
体
験
と
相
関
が
強

い
の
は
共
生
感
や
人
間
関
係
能
力
で
し
た
。

社
会
教
育
は
、
成
人
や
高
齢
者
の
学
習
活
動
支
援
が
主
た
る
場
面
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
善
意
の
学
習
者
を
子
供
た
ち
の
学
び
に
結
び
付
け
て
い
く

と
こ
ろ
に
社
会
教
育
行
政
や
社
会
教
育
主
事
の
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
社
会
教
育
士
の
制
度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
汎
用
資

格
と
し
て
の
社
会
教
育
士
は
関
係
者
の
長
年
の
悲
願
で
し
た
。
元
社
会
教
育

主
事
の
退
職
者
や
資
格
を
持
つ
先
生
方
が
再
度
講
習
の
一
部
を
受
講
し
、
資

格
を
得
る
、
ま
た
、
子
供
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
新
た
に
資
格

を
得
て
活
動
を
さ
ら
に
ア
ッ
プ
さ
せ
る
、
そ
の
よ
う
な
教
育
人
材
の
循
環
の

中
で
、
子
供
た
ち
が
多
く
の
多
様
な
大
人
た
ち
、
多
く
の
人
生
に
出
会
い
、

生
き
る
力
を
自
ら
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
言
葉
を
学
び
、

感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も

の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て

い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

近
年
、
社
会
構
造
等
が
急
速
に
変
化
す
る
中
で
、
子

ど
も
た
ち
に
は
、
様
々
な
変
化
に
積
極
的
に
向
き
合

い
、
他
者
と
協
働
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

や
、
様
々
な
情
報
を
見
極
め
新
た
な
価
値
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
、
複
雑
な
状
況
変
化
の
中
で
目
的
を
再
構
築

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
読
書
活
動
は
、
精
査
し
た

情
報
を
基
に
自
分
の
考
え
を
形
成
し
表
現
す
る
な
ど
の

「
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
」
を
育
む

こ
と
に
資
す
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
そ
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

１　

読
書
活
動
に
関
す
る
情
勢

⑴
国
の
動
向

国
で
は
、
平
成
１４
年
に
、
全
て
の
子
ど
も
が
あ
ら
ゆ

る
機
会
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
自
主
的
に
読
書
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
環
境
の
整
備
を
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
す
る
基
本
計
画

（「
第
一
次
基
本
計
画
」）
を
定
め
、
家
庭
、
地
域
、
学
校

等
の
連
携
・
協
力
を
重
視
し
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
改
訂
を
重
ね
、
平
成
３０
年
に
は
第

四
次
基
本
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

第
四
次
基
本
計
画
で
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
取
組

に
よ
り
、
読
書
習
慣
を
形
成
す
る
こ
と
や
、
友
人
同
士

で
本
を
薦
め
合
う
活
動
等
を
通
じ
て
、
読
書
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
を
方
策
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推

進
に
関
す
る
法
律
（
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）」
が
令

和
元
年
に
公
布
、
施
行
さ
れ
、
同
法
に
基
づ
く
「
視
覚

障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
計
画
」
が
令
和
２
年
７
月
に
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全

て
の
国
民
が
等
し
く
読
書
を
通
じ
て
文
字
・
活
字
文
化

の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
環
境
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑵
県
の
動
向

県
で
は
、「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
平
成
１６
年
に
「
福
岡
県
子
ど
も
読

書
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
お
い

て
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
民
間
に
お
い
て
、「
読
書

推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
及
び
活
用
促
進
」
や
「
図

書
館
間
及
び
学
校
図
書
館
等
と
の
連
携
・
協
力
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
」
等
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
子
ど
も
の
読

書
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
推
進
計
画
は
、
平
成
２２
年
に
第
二
次
改
訂
、
平
成

２８
年
に
第
三
次
改
訂
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
福
岡
県
子
ど
も

読
書
推
進
計
画
」
の
基
本
的
な
考
え
方
を
継
承
し
つ

つ
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普

及
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
多
様
化
と
い
っ

た
情
報
化
社
会
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
第
四
次
改
訂
を

行
う
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
子
ど
も
の
読
書
習
慣
の

定
着
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
新
た
に
「
子
ど

も
の
読
書
習
慣
形
成
・
定
着
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。

特 集

子
ど
も
の
読
書
習
慣
形
成
・
定
着
支
援
事
業�

社
会
教
育
課
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２
「
子
ど
も
の
読
書
習
慣
形
成
・
定
着
支
援
事
業
」

⑴
事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
発
達
段
階
ご
と
の
読
書
活
動
の
取
組
を

体
系
的
・
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

自
発
的
な
読
書
を
促
す
家
庭
・
地
域
の
読
書
環
境
を
整

備
・
強
化
す
る
市
町
村
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
読
書
習
慣
の
形
成
・
定
着
と
子
ど
も
を
取
り
巻
く
読

書
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

⑵
事
業
内
容

本
事
業
で
は
、
子
ど
も
の
読
書
習
慣
の
定
着
を
図
る

た
め
、
以
下
の
内
容
を
実
施
し
ま
す
。

① 

「
発
達
段
階
ご
と
の
読
書
活
動
の
取
組
を
体
系
的
・

継
続
的
に
実
施
す
る
市
町
村
へ
の
事
業
補
助
」

市
町
村
が
設
置
す
る
公
共
図
書
館
が
主
体
と
な
っ
て

読
書
活
動
応
援
隊
を
設
置
・
活
用
し
な
が
ら
、
次
に
掲

げ
る
ア
～
ウ
す
べ
て
の
取
組
を
体
系
的
、
継
続
的
に
企

画
・
実
施
し
ま
す
。

ア　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
読
書
活
動

イ　

中
学
生
を
対
象
と
し
た
読
書
活
動

ウ　

�

保
護
者
・
地
域
を
巻
き
込
む
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム

市
町
村
に
設
置
す
る
「
読
書
活
動
応
援
隊
」
と
は
、

市
町
村
職
員
、
子
ど
も
の
読
書
を
推
進
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら
な
る
チ
ー
ム
の
こ
と
で

す
。
こ
の
「
読
書
活
動
応
援
隊
」
の
活
動
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
に
関
わ
る
人
の
輪
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
実
施
す
る
ア

～
ウ
の
全
て
の
事
業
に
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に

効
果
的
に
し
て
い
く
た
め
に
、
互
い
の
実
施
内
容
や
対

象
と
の
つ
な
が
り
や
関
わ
り
を
も
た
せ
ら
れ
る
よ
う
、

県
社
会
教
育
主
事
等
が
市
町
村
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

②
「
読
書
活
動
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
」

読
書
活
動
応
援
隊
、
学
校
司
書
、
図
書
館
関
係
者
、

行
政
関
係
者
、
保
護
者
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
対

象
に
、
読
書
活
動
に
関
す
る
地
域
の
実
態
や
課
題
に
応

じ
た
資
質
向
上
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
各
教
育
事

務
所
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
ま
す
。
併
せ
て
読
書
活

動
応
援
隊
を
は
じ
め
と
す
る
管
内
関
係
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
資
質
向
上
に
つ
な
が
る
外
部
講
師
に

よ
る
講
演
や
市
町
村
に
お
け
る
読
書
活
動
の
取
組
の
実

践
発
表
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
実
践
の
交
流
な
ど
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
会
が
、
読
書
活
動
応
援

隊
を
は
じ
め
と
す
る
管
内
関
係
者
に
と
っ
て
の
「
人
・

学
び
」
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
な
る
機
会
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

子
ど
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
読
書
に
親
し
み
、
読
書

を
楽
し
む
習
慣
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
子

ど
も
が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
場
所
に
お
い
て
自
主
的
に

読
書
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
備

し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
読
書
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

今
後
も
本
事
業
等
を
通
し
て
、
環
境
整
備
を
含
め
た

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
定
着
・
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
関
わ
る
人
の
輪
が
さ
ら
に

広
が
っ
て
い
く
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
民
間
と

連
携
・
協
働
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【事業概要図】
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は
じ
め
に

国
際
的
な
広
い
視
野
を
備
え
、
地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
は
、
異
な
る
習
慣
や
文
化
を

持
っ
た
人
々
と
協
調
し
て
い
く
た
め
の
語
学
力
、
と
り

わ
け
実
践
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
県
で

は
、
現
在
県
立
高
校
等
に
配
置
し
て
い
る
外
国
語
指
導

助
手
（Assistant�Language�Teacher　

以
下
「
Ａ

Ｌ
Ｔ
」
と
い
う
。）
の
活
用
に
加
え
、
以
下
に
紹
介
す

る
よ
う
な
外
国
人
を
積
極
的
に
活
用
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

１　

英
語
活
動
指
導
員
に
つ
い
て

本
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
県
立
高

等
学
校
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
強
化
校
」
に
指
定

し
、「
英
語
活
動
指
導
員
（English�Activity�Supporter　

以
下
「
Ｅ
Ａ
Ｓ
」
と
い
う
。）」
を
配
置
又
は
派
遣
す
る

こ
と
に
よ
り
、
各
校
の
特
色
を
生
か
し
た
、
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
平
成
２８
年
度
】

（
配
置
校
）
東
筑
、
修
猷
館
、
筑
紫
丘
・
明
善

　
　
　
　
　

（
２
校
に
つ
き
１
名
配
置
）

【
平
成
２9
年
度
】

（
配
置
校
）
小
倉
・
福
岡
、
城
南
・
嘉
穂

　
　
　
　
　

（
２
校
に
つ
き
１
名
配
置
）

【
平
成
３０
年
度
】

（
配
置
校
）
福
岡
、
修
猷
館
、
城
南
、
小
郡

（
派
遣
校
）
戸
畑
、
東
筑
、
宗
像
、
鞍
手

【
令
和
元
年
度
】

（
配
置
校
）
宗
像
、
福
岡
、
城
南
、
小
郡

（
派
遣
校
）
戸
畑
、
東
筑
、
嘉
穂
、
鞍
手

【
令
和
２
年
度
～
】

（
配
置
校
）
小
倉
、
宗
像
、
小
郡
、
鞍
手

（
派
遣
校
）
戸
畑
、
東
筑
、
伝
習
館
、
嘉
穂

４
名
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
が
８
校
で
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
主
な
職
務
は
、「
外
国
語
（
英
語
）
以

外
の
教
科
等
に
お
け
る
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
の
推
進
」

及
び
「
授
業
外
に
お
け
る
英
語
活
動
の
指
導
・
支
援

（
部
活
動
指
導
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
・
ス
ピ
ー
チ
大
会
等

に
参
加
す
る
生
徒
の
指
導
等
）」
で
す
。

英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
は
、
正
課
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
中
で
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
と
英
語
以
外
の
教
科
の
担
当
教
員

が
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
形
式
で
学
習
内
容
及

び
指
導
方
法
を
協
議
し
て
作
成
し
た
指
導
案
に
沿
っ
て

英
語
を
使
用
し
て
、
授
業
を
実
施
し
ま
す
。

生
徒
が
英
語
で
説
明
を
聞
い
た
り
、
英
語
の
資
料
を

調
べ
た
り
、
自
分
の
考
え
を
英
語
で
発
表
し
た
り
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
教
科
の
内
容
を
習
得
す
る
と
と
も

に
、
実
践
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向

上
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
次
の
表
は
昨
年
度
実
施

し
た
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
授
業
内
容
の
例
で
す
。

生
徒
は
、
英
語
で
話
し
合
っ
た
り
説
明
し
た
り
せ
ざ

る
を
得
な
い
環
境
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、
英
語
の
理
解

を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
対
す
る
心
理
的
障
壁
を
乗
り
越
え
る
勇
気
も

育
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
大
学
等
で
は
多
く
の
授

業
が
英
語
で
実
施
さ
れ
、
就
職
後
は
英
語
を
ツ
ー
ル
と

し
て
使
う
機
会
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。
大
学
で

の
学
習
方
法
や
社
会
で
の
英
語
の
使
用
を
先
取
り
し
て

経
験
す
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
社
会

に
生
き
て
い
る
こ
と
を
生
徒
が
実
感
す
る
良
い
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国
語

「
こ
こ
ろ
」
を
読
ん
だ
後
、
英
語
を

使
っ
て
内
容
理
解
を
深
め
る
。

地
理

ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
日
本
の
移
民
に
つ

い
て
、
英
語
で
の
話
し
合
い
な
ど
を

通
し
て
理
解
を
深
め
る
。

生
物

免
疫
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
、
ワ

ク
チ
ン
の
是
非
に
つ
い
て
英
語
で
議

論
す
る
。

家
庭

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
食
文
化
と
の
比
較

を
通
し
て
和
食
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
課
題
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
す
る
。

特 集

県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

高
校
教
育
課

表　令和２年度
英語イマージョン授業の例
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今
後
、
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
を
更
に
充
実
さ
せ

る
に
は
、
該
当
教
科
の
教
員
に
高
い
指
導
力
、
適
応

力
、
英
語
力
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
強
化
校
８
校
の

う
ち
４
校
（
戸
畑
高
校
、
宗
像
高
校
、
小
郡
高
校
、
鞍

手
高
校
）
で
県
立
学
校
の
教
員
を
対
象
に
公
開
授
業
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

２　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
教
員
に
つ
い
て

本
県
で
は
統
合
型
の
英
語
力
（
聞
く
、
読
む
、
話

す
、
書
く
能
力
）
を
育
成
す
る
た
め
、
英
語
を
母
語
と

す
る
人
材
を
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
教
員
（Native�

English�Teacher��

以
下
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
と
い
う
。）
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら
香
住
丘
高

校
、
筑
紫
丘
高
校
、
修
猷
館
高
校
の
３
校
に
そ
れ
ぞ
れ

１
名
ず
つ
配
置
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｔ
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
（
英
語
を
母
語
と
し
な
い

人
の
た
め
の
英
語
教
授
法
）
な
ど
を
用
い
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
高
度
で
実
践
的
な
英
語
指
導
を

通
し
て
、
生
徒
の
英
語
力
を
総
合
的
に
向
上
さ
せ
ま

す
。
単
独
で
英
語
の
指
導
を
行
う
ほ
か
、
生
徒
指
導
や

進
路
指
導
、
部
活
動
指
導
な
ど
、
教
員
と
し
て
の
業
務

全
般
を
担
当
す
る
と
い
う
点
で
、
前
述
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
Ｅ

Ａ
Ｓ
と
は
そ
の
業
務
や
役
割
が
異
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
英
語
教
員
の
英
語
力
及
び
英
語
指
導
力

の
向
上
を
図
り
、
生
徒
の
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
た
英
語
の
授
業
改
善

に
役
立
て
る
た
め
、
英
語
教
員
を
対
象
と
し
た
英
語
指

導
力
向
上
研
修
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
に
よ
る
公
開
授
業

や
研
究
協
議
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

お
わ
り
に

本
県
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
強
化
を
図
る

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

・
海
外
留
学
を
希
望
す
る
生
徒
に
対
す
る
、
留
学
説
明

会
の
実
施

・
短
期
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
留
学
助
成
金

の
給
付

・
英
語
資
格
・
検
定
受
験
希
望
者
の
う
ち
高
校
生
等
奨

学
給
付
金
受
給
者
に
対
す
る
受
験
料
の
補
助

今
後
も
様
々
な
施
策
を
通
じ
て
、
生
徒
の
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

写真１　英語イマージョン授業の様子

図　県立高校等におけるグローバル人材育成のイメージ

 

                   

外国語指導助手（ALT） 英語活動指導員（EAS） 

 
ネイティブ英語教員（NET） 

 
世界に挑む人材育成事業 

 
英語検定試験の受験料補助 

 

グローバル人材の育成 

生徒の実践的な英語コミュニケーション能力の向上 

写真２　ＮＥＴによる授業の様子
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学
校
と
地
域
が
協
働
し
、
相
互
の
課
題
解
決
に

挑
む
た
め
の
地
域
連
携
協
定
を
通
し
た
特
色
あ
る
取
組

福
岡
県
立
築
上
西
高
等
学
校　
　
　

は
じ
め
に

本
校
は
築
上
郡
築
上
町
に
あ
り
、
令
和
３
年
に
創
立

１
０
８
年
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
全
日
制
普
通

科
高
校
で
す
。
現
在
、３
学
年
合
計
１１
ク
ラ
ス
で
、「
克

己
創
造
」
の
校
訓
の
下
、
本
校
生
徒
の
特
長
を
生
か

し
、
生
徒
の
希
望
進
路
実
現
に
向
け
た
教
育
活
動
を

日
々
実
践
し
て
い
ま
す
。
卒
業
後
の
進
路
は
、
大
学
及

び
専
門
学
校
へ
の
進
学
や
企
業
、
公
務
員
へ
の
就
職
と

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
幅
広
い
進
路
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
社
会
変
化
の
影
響

も
あ
り
、
本
校
は
志
願
者
数
の
減
少
と
い
う
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
新

た
な
取
組
と
し
て
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
活
用

し
た
学
校
活
性
化
プ
ラ
ン
（
ク
リ
エ
イ
ト
タ
ウ
ン
築

上
、
通
称
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

１　

昨
年
度
ま
で
の
取
組

令
和
元
年
度
に
、
九
州
産
業
大
学
と
連
携
し
て
、
築

上
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
築
上
町
か
る
た
」
を
制
作
し
ま
し

た
。
本
校
出
身
の
先
輩
を
は
じ
め
と
し
た
九
州
産
業
大

学
の
学
生
と
、
本
校
か
ら
は
生
徒
会
と
広
報
部
が
参
加

し
て
制
作
に
当
た
り
ま
し
た
。
完
成
披
露
の
か
る
た
大

会
に
は
、
地
域
の
方
々
も
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
生
徒

が
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
完
成
ま
で
の
苦
労
な
ど
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
盛
大
な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
取
組
に
は
築
上
町
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
こ
の
取
組
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
築
上
町
と
互

い
の
抱
え
る
課
題
を
認
識
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

築
上
町
の
抱
え
る
課
題
は
人
口
減
少
で
す
。
築
上
町

と
本
校
の
抱
え
る
課
題
が
類
似
し
て
い
た
た
め
、
互
い

に
協
力
、
協
働
し
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
、
令
和
２
年
度
に
「
地
域
連
携
協
定
」
を
結
び
ま
し

た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
創
る
と

い
う
理
念
を
共
有
し
、
築
上
町
の
発
展
と
町
の
将
来
を

担
う
人
材
の
育
成
及
び
愛
郷
心
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

連
携
協
定
の
締
結
後
、
最
初
の
協
働
作
業
は
、
築
上

町
人
権
擁
護
委
員
等
連
絡
会
と
本
校
の
広
報
部
、
美
術

部
が
制
作
し
た
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
（
新
型
コ
ロ
ナ
差

別
を
な
く
す
取
組
）
で
し
た
。
完
成
ま
で
に
役
場
で
何

度
も
会
議
を
繰
り
返

し
、
生
徒
の
勤
労
観

を
養
う
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
完

成
発
表
会
で
生
徒

は
、
役
場
や
地
域
の

方
々
、
マ
ス
コ
ミ
各

社
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
ポ
ス

タ
ー
は
駅
や
町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
、
商
業
施
設
な
ど
に
掲

示
さ
れ
た
こ
と
で
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、
町
と
学
校

の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県立学校の
特色ある取組

人権啓発ポスターの完成発表会
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２　

今
年
度
の
取
組

学
校
活
性
化
プ
ラ
ン
を
本
格
的
に
実
施
し
た
の
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
で
す
。
築
上
町
で
は
「
若
者
に
向
け

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地

域
に
お
け
る
若
者
の
修
学
と
就
職
の
促
進
、
地
域
づ
く

り
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
若
い
世
代
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
に
本
校
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
本
校
と
し
て
も
、
入
学
志
願
者
数
の

増
加
を
目
的
と
し
た
特
色
あ
る
教
育
プ
ラ
ン
を
模
索
し

て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、「
地
域
連
携
協
定
」
に

基
づ
き
、
生
徒
が
築
上
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
」
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
取
組

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
１１
「
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」、
１７
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」
の
達
成
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

築
上
町
か
ら
は
、
生
徒
が
考
え
る
町
の
課
題
を
挙
げ

て
ほ
し
い
と
依
頼
を
受
け
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
学
校
と
役
場
に
よ
る
協
働

計
画
が
本
校
１
年
生
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
生
徒
に
親
し
み
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
活
性
化

プ
ラ
ン
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
生
徒
の
投
票
に
よ
り
ク
リ
エ
イ
ト
タ

ウ
ン
築
上
（
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
に
決
定
し
ま
し
た
。
若
い
力
で

築
上
町
を
元
気
に
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
学
校
を
活
性

化
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
生
徒
が
築
上
町
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
、
町
内
に
１０
か
所
以
上
あ
る
築
上
町
の
名
所
か

ら
一
つ
を
選
び
、
ネ
ッ
ト
検
索
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
し
て
、
調
査
活

動
を
行
い
、
各
自
で

課
題
発
見
を
目
指
し

ま
し
た
。
次
に
、
発

見
し
た
課
題
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
内
で

シ
ェ
ア
し
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て

課
題
の
再
確
認
を
行

い
、
最
後
に
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
活
動
か
ら
課
題
発
見
ま
で
を
ま
と
め
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通

し
て
、
生
徒
の
課
題
発
見
能
力
や
解
決
能
力
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
育
成
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
な
お
、
こ
こ
ま
で
の
活
動
を
記
録
し
た
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
は
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活
動
を
行
う
に
当
た
り
、
築
上
町
に
は
、
生
徒
が
町

の
こ
と
を
理
解
し
、
課
題
を
発
見
し
や
す
い
よ
う
に
、

企
画
財
政
課
長
の
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
若

い
世
代
の
町
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
自
由
に
出
し
て

取
り
入
れ
る
た
め
の
専
門
家
主
催
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
も
計
画
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３　

今
後
の
取
組
と
課
題

Ｃ
Ｔ
Ｃ
は
３
か
年
計
画
で
考
え
て
い
ま
す
。
１
年
次

は
前
述
し
た
と
お
り
で
す
。
２
年
次
に
は
、
１
年
次
に

発
見
し
た
課
題
に
対
す
る
解
決
策
を
考
案
し
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
、
役
場
や
地
元
企
業
と
協
働
し
て
成
果
物
の

製
作
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
３
年
次
は
、
２
年
間
の
取

組
に
つ
い
て
論
文
を
書
き
、
論
文
集
を
作
成
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
で
す
が
、
本
校

の
特
色
あ
る
取
組
と
し
て
今
後
も
持
続
可
能
な
教
育
プ

ラ
ン
と
し
て
い
く
た
め
に
、
実
施
の
度
に
振
り
返
り
、

改
善
を
図
り
、
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

お
わ
り
に

今
後
、
成
果
物
の
展
示
や
広
報
誌
の
配
布
な
ど
を
活

用
し
て
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
取
組
を
中
学
生
や
地
域
の
方
々
に

知
っ
て
も
ら
え
る
広
報
活
動
を
行
い
、
共
感
を
得
る
こ
と

で
本
校
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
通
し
て
地
域
や
地
元
企
業
と
連
携
す
る
こ

と
で
愛
郷
心
を
育
て
、
将
来
の
地
域
を
担
う
人
材
の
育

成
を
目
指
し
た
教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。
生
徒
に
は
、

成
功
だ
け
で
な
く
失
敗
の
経
験
も
自
分
自
身
の
糧
と
し

な
が
ら
、
変
化
が
急
速
な
現
代
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と

が
で
き
る
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

フィールドワーク
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は
じ
め
に

私
が
勤
務
し
て
い
る

吉
田
小
学
校
は
、
こ
れ
ま

で
の
歴
史
と
伝
統
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
新
時
代
を

た
く
ま
し
く
生
き
る
人

間
の
育
成
を
め
ざ
し
、
基

礎
学
力
と
豊
か
な
心
、
た

く
ま
し
い
体
と
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
重
視
し
た
教

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
１
６
５
名
の
児
童
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
配
慮
が
必
要
な
子
供
に
寄
り
添

い
、
日
々
の
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
組

織
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
、
私
が
一
昨
年
度
取
り
組

ん
だ
、
配
慮
が
必
要
な
子
供
の
組
織
的
な
支
援
の
在
り

方
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

１　

研
究
主
題
に
つ
い
て
の
説
明

子
供
の
実
態
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
校
内
で
の

連
携
の
在
り
方
を
見
直
し
た
り
、
関
係
機
関
と
連
携
す

る
ま
で
の
流
れ
を
明
確
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
ま
す
。

関
係
機
関
と
の
連
携
の
重
要
性
を
示
す
も
の
と
し
て

は
、「
発
達
障
害
者
支
援
法
」「
小
学
校
学
習
指
導
要
領

（
平
成
２9
年
告
示
）
解
説
総
則
編
」「
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
中
で
は
、
配
慮
が
必
要
な
子
供
の
支
援
は
、
担

任
が
一
人
で
行
う
も
の
で
は
な
く
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
行
う
こ
と
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

本
研
究
に
お
け
る
配
慮
が
必
要
な
子
供
と
は
、
教
職

員
に
よ
る
観
察
を
通
し
て
学
習
面
や
行
動
面
で
の
困
難

さ
が
見
ら
れ
た
り
、
社
会
性
の
面
で
の
困
難
さ
が
見
ら

れ
た
り
す
る
た
め
に
、
学
校
生
活
に
お
い
て
困
っ
て
い

る
子
供
の
こ
と
で
あ
る
と
定
義
し
ま
す
。

ま
た
、
組
織
的
な
支
援
と
は
、
①
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
基
づ
い
て
、
配
慮
が
必
要
な
子
供
の
支
援
を
す
る

こ
と
、
②
全
教
職
員
が
、
学
校
を
取
り
巻
く
関
係
機
関

の
情
報
を
共
有
し
た
上
で
支
援
を
す
る
こ
と
の
二
つ
を

満
た
す
も
の
で
あ
る
と
定
義
し
ま
す
。

教
育
資
源
と
は
、
在
籍
校
を
設
置
す
る
自
治
体
の
内

外
を
問
わ
ず
、
配
慮
が
必
要
な
子
供
の
支
援
を
し
て
い

る
関
係
機
関
及
び
ス
タ
ッ
フ
を
指
し
ま
す
。

教
育
資
源
マ
ッ
プ
の
作
成
と
は
、
在
籍
校
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
周
り
に
教
育
資
源
を
配
置
し
て
い
っ
た
も

の
を
図
示
し
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
一
枚
の
用
紙
に
表
す
こ

と
で
す
。

活
用
方
法
の
検
討
と
は
、
教
育
資
源
マ
ッ
プ
を
い

つ
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
を
学
校
の
実
態
に

即
し
て
考
え
る
こ
と
で
す
。

２　

研
究
の
実
際

平
成
３０
年
に
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た

「
特
別
支
援
教
育
推
進
ガ
イ
ド
」
に
は
、
一
年
間
を
見

通
し
た
校
内
委
員
会
の
計
画
を
立
て
て
、
子
供
の
支
援

を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
継
続
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
平
成
３０
年
に
、
福
岡
県
教
育

委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
「
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
ガ
イ
ド
」
に
は
、
そ
の
役
割
と
し
て
、
関
係

機
関
の
支
援
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集
し
た

り
、
整
理
し
た
り
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
教
職
員
や
保

護
者
に
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
在
籍
校
を
取
り
巻
く
関
係
機
関
を
調
べ
、

得
た
情
報
を
教
育
資
源
マ
ッ
プ
（
例
）
と
し
て
図
に
ま

と
め
ま
し
た
（
図
１
）。
な
お
、
こ
の
教
育
資
源
マ
ッ

プ
は
、
井
本
泰
子
氏
が
福
岡
教
育
大
学
教
職
大
学
院
で

作
成
し
た
も
の
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

図１　教育資源マップ（例）

在在籍籍校校のの教教育育資資源源ママッッププ （（例例））

福福岡岡県県宗宗像像
児児童童相相談談所所

古古賀賀特特別別支支援援学学校校

福福岡岡県県教教育育庁庁
北北九九州州教教育育事事務務所所

水水巻巻町町南南部部高高齢齢者者・・
障障害害者者支支援援セセンンタターー

福福岡岡県県教教育育セセンンタターー

病病院院

直直方方
特特別別支支援援学学校校

水水巻巻町町児児童童少少年年相相談談セセンンタターー
（（ほほっっととスステテーーシショョンン））

水水巻巻町町子子育育てて
支支援援セセンンタターー

北北九九州州少少年年ササポポーートトセセンンタターー

放放課課後後等等デデイイササーービビスス

在在籍籍校校

北北九九州州市市発発達達障障害害者者
支支援援セセンンタターー つつばばささ

水水巻巻町町
社社会会福福祉祉協協議議会会

福福岡岡県県宗宗像像・・遠遠賀賀
保保健健福福祉祉環環境境事事務務所所

水水巻巻町町役役場場

小小倉倉聴聴覚覚
特特別別支支援援学学校校

北北九九州州視視覚覚
特特別別支支援援学学校校

北北九九州州高高等等学学園園

子子どどもも支支援援
オオフフィィスス

配
慮
が
必
要
な
子
供
の
組
織
的
な
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

　
　
―
教
育
資
源
マ
ッ
プ
の
作
成
及
び
活
用
方
法
の
検
討
を
通
し
て
―

水
巻
町
立
吉
田
小
学
校　

教
諭　

安　

永　

雄　

大

実践レポート
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３　
 

校
内
で
の
連
携
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
考
察

校
内
で
の
連
携
に
お
い
て
は
、
校
内
委
員
会
を
軸
と

し
な
が
ら
配
慮
が
必
要
な
子
供
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
基
づ
い
て
支
援
を
す
る
た
め
の
体
制
を
構
築
し
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
教
育
資
源
マ
ッ
プ
を
使
い
、
連
携

先
と
な
る
関
係
機
関
を
検
討
し
ま
す
。
校
内
委
員
会
を

軸
と
し
て
行
う
配
慮
が
必
要
な
子
供
の
組
織
的
な
支
援

の
イ
メ
ー
ジ
を
、
図
２
と
し
て
示
し
ま
す
。

４　

教
育
資
源
マ
ッ
プ
の
活
用
方
法

教
育
資
源
マ
ッ
プ
は
、
４
月
の
職
員
会
議
で
配
布
し

ま
す
。
配
布
の
目
的
は
、
①
多
く
の
教
育
資
源
が
あ
る

こ
と
を
知
る
こ
と
、
②
配
慮
が
必
要
な
子
供
の
支
援
は

学
級
担
任
が
抱
え
込
む
も
の
で
は
な
い
と
認
識
を
す
る

こ
と
、
③
関
係
機
関
と
の
連
携
は
学
校
主
体
で
行
う
と

い
う
こ
と
を
教
職
員
間
で
共
通
理
解
す
る
こ
と
で
す
。

特
に
、
②
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
図
３
の
よ
う

な
チ
ャ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

本
チ
ャ
ー
ト
内
に
は
、
実
態
把
握
場
面
か
ら
組
織
的

な
支
援
に
つ
な
ぐ
流
れ
に
加
え
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
各
段
階
で
学
級
担
任
が
行
う
こ
と
や
気
を
付
け
る
こ

と
な
ど
を
記
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
誰
が
何
を
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
や
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
検
討
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
明
示
し
ま
し
た
。

５　

研
究
の
成
果
と
課
題

本
研
究
を
通
し
て
、
校
内
外
で
の
連
携
の
重
要
性
及

び
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
校
内
外
に
お
け
る
組
織
的
な
支

援
の
流
れ
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、

在
籍
校
の
教
職
員
の
意
見
を
基
に
、
教
育
資
源
マ
ッ
プ

が
よ
り
使
い
や
す
い
資
料
と
な
る
よ
う
、
加
筆
及
び
修

正
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

私
は
今
年
度
か
ら
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
福
祉
及
び
医
療
の
現
場

と
連
携
し
、
配
慮
が
必
要
な
子
供
の
支
援
を
行
う
計
画

を
立
て
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
内
で
の
連
携

の
在
り
方
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
本
研
究
を
生
か
し
、

在
籍
校
の
子
供
が
、
も
っ
て
い
る
力
を
十
分
発
揮
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
参
考
文
献
〉

・
柘
植　

雅
義
他
（
２
０
１
７
）　
『
共
生
社
会
の
時
代

の
特
別
支
援
教
育　

第
３
巻　

連
携
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン　

多
様
な
子
供
を
多
様
な
人
材
で
支
援
す
る
』�

ぎ
ょ
う
せ
い

・
後
上　

鐵
夫
他
編
著
（
２
０
１
９
）�『
特
別
支
援
教
育

の
工
夫
と
実
践
』�

ジ
ア
ー
ス
教
育
新
社

校校内内委委員員会会（（９９月月）） 校校内内委委員員会会（（１１月月））校内委員会(１学期) 校内委員会(２学期) 校内委員会(３学期)

校校内内のの誰誰がが、、いいつつ、、どどののよようう
なな支支援援をを行行ううののかかをを話話しし合合うう。。

組織的支援計画の立案 支援の実施 支援方法の評価・改善

効果が
見られた！

支支援援方方法法をを評評価価・・改改善善すするる。。
（（学学校校全全体体ででのの支支援援をを継継続続））

校校内内のの誰誰がが、、いいつつ、、
どどののよよううなな支支援援をを行行うう
ののかかをを話話しし合合うう。。

支支援援方方法法をを評評価価・・改改善善すするる。。

組織的支援計画の立案 支援の実施 支援方法の評価・改善 支援の実施 支援方法の評価・改善

効果が
見られた！

支支援援方方法法をを評評価価・・改改善善すするる。。
（（学学年年にによよるる支支援援にに縮縮小小可可能能とと判判断断））

ZZささんん

校校内内のの誰誰がが、、いいつつ、、
どどののよよううなな支支援援をを行行うう
ののかかをを話話しし合合うう。。

教教育育資資源源ママッッププをを参参考考にに、、関関係係機機関関
ととのの連連携携のの必必要要性性をを協協議議すするる。。

関関係係機機関関とと連連携携ししたた支支援援方方法法
をを評評価価・・改改善善すするる。。
（（助助言言内内容容をを基基にに支支援援をを継継続続））

組織的支援計画の立案 支援の実施 支援方法の評価・改善

効果が
見られない･･･

支援の実施 支援方法の評価・改善

校校内内のの誰誰がが、、いいつつ、、
どどののよよううなな支支援援をを行行うう
ののかかをを話話しし合合うう。。

組織的支援計画の立案 支援方法の評価・改善 支援の実施 支援方法の評価・改善

緊急性が高
い場合、臨
時のケース
会議を開く

関関係係機機関関とと連連携携ししたた支支援援方方法法をを
評評価価・・改改善善すするる。。

次次
年年
度度
にに
引引
きき
継継
ぐぐXXささんん

学学年年にによよるる支支援援をを
継継続続しし、、そそのの記記録録をを
校校内内委委員員会会のの資資料料
ととすするる。。

組組
織織
的的
なな
支支
援援
のの
必必
要要
がが
ああ
るる
とと
判判
断断
しし
たた
らら

１学期の校内
委員会後に
必要があると
判断した場合

学学年年にによよるる支支援援をを継継続続

効果が
見られた！

効果が
見られない･･･

関係機関へ
連絡

効果が
見られた！

教教育育資資源源ママッッププをを参参考考にに、、関関
係係機機関関ととのの連連携携のの必必要要性性をを協協
議議すするる。。

YYささんん

WWささんん

～「ちょっと気になるな」から、すぐに始められる！～
「学校全体で子供の育ちを支援しよう」チャート

学級
担任
用

・このチャートは、まだ「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」がなく、
先生方が初めて「気になるな」と思った子供を支援するためのシートです。

・分からないことは、どのようなことでも特別支援教育コーディネーターに尋ねてく
ださい。

校
内
委
員
会

PP段段階階 DD段段階階 CC・・AA段段階階

組組
織織
的的
なな
支支
援援
がが
必必
要要
とと
判判
断断
しし
たた
らら□ 「サポートヒントシート（福岡県教育セ

ンター）」で支援のヒントを得ます。
□ 学年単位での支援を一定期間継続
し記録をとります。

担担任任・・学学年年・・特特CCoo

同同学学年年やや特特別別支支援援教教育育ココーーデディィ
ネネーータターーとと情情報報をを共共有有・・支支援援をを検検
討討ししままししょょうう。。

□ 引継ぎ内容を見直します。
□ どのような場面でどのような困難さがあ
るのか、一定期間記録をとります。

□ 家庭での様子を保護者に聞きます。

担担任任

子供の困難さに気付いたら

気になる子供の情報を
整理しましょう

ささららにに組組織織的的なな支支援援がが必必要要かかどど
ううかかをを検検討討ししままししょょうう。。

校校内内委委員員会会でで支支
援援をを検検討討すするるたた
めめのの資資料料準準備備をを
ししままししょょうう。。

□ これまでに整理し
た子供の情報や、
支援の記録を資料
とし、必要部数用意
します。

校校内内委委員員会会でで
検検討討ししたた支支援援
をを実実施施ししままししょょ
うう。。

□ 支援をした結果
をこまめに記録しま
す。

□ 子供の様子は
いつも同学年の先
生と情報を共有し
ます。

□ 随時、特Coから
助言を得たり、
同学年の先生と
相談したりしながら
支援します。

校
内
委
員
会

校校内内委委員員会会
ににおおいいてて、、関関
係係機機関関ととのの連連
携携のの必必要要をを協協
議議ししまますす。。

担担任任
担担任任・・学学年年

特特CCoo

はい

いいえ

専専
門門
家家
にに
よよ
るる
助助
言言
がが
必必
要要
でで
すす
かか
？？

継継続続すするる支支
援援とと、、改改善善すす
るる支支援援をを検検討討
ししまますす。。

PP段段階階

関関係係機機関関とと連連携携しし、、
支支援援をを検検討討ししまま
ししょょうう。。

担担任任・・特特CCoo

□ 資料を準備します。
□ 助言を得たいことを
整理します。

□ 助言は校内委員会
構成員で共有します。

DD段段階階

校校内内委委員員会会でで検検討討ししたた支支援援をを実実施施
ししままししょょうう。。

DD段段階階

助助言言内内容容をを基基
にに支支援援をを実実施施
ししままししょょうう。。

校
内
委
員
会

CC・・AA

D段階では
「記録・共有・
相談」をしてい
きましょう！

情報を、個別の教
育支援計画、個別
の指導計画に移し
ていきましょう。

４月に配布した
教育資源マップ
を活用しましょう！

図２　校内委員会を軸として行う配慮が必要な子供の組織的な支援のイメージ

図３　「学校全体で子供の育ちを支援しよう」チャート（学級担任用）
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１　

本
重
点
課
題
研
究
の
概
要　

⑴
重
点
課
題
設
定
の
背
景

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
当
た
っ
て
は
、
小
学
校
か

ら
高
等
学
校
ま
で
を
通
じ
、
各
教
科
等
で
の
指
導
を
含

む
学
校
教
育
全
体
で
そ
の
実
践
を
行
い
つ
つ
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
教
科
等
を
横
断
し
て
自
ら
学

習
テ
ー
マ
を
設
定
し
探
究
す
る
活
動
や
、
特
別
活
動
に

お
い
て
自
ら
の
学
習
状
況
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
見
通
し

た
り
振
り
返
っ
た
り
し
な
が
ら
、
自
身
の
変
容
や
成
長

を
自
己
評
価
す
る
学
習
活
動
な
ど
を
充
実
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑵
目
標

本
重
点
課
題
研
究
で
は
、
小
・
中
の
系
統
性
を
重
視

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方
や
、

地
域
と
連
携
し
た
教
育
活
動
の
推
進
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
研
究
し
、
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
資
質
・

能
力
を
身
に
付
け
た
子
供
を
育
成
す
る
た
め
の
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
推
進
の
在
り
方
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

２　

研
究
指
定
・
委
嘱
校
の
実
践　

⑴
須
恵
町
教
育
委
員
会　

●
研
究
主
題

自
己
実
現
に
向
か
っ
て
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る

児
童
生
徒
の
育
成

須
恵
第
一
小
学
校
、
須
恵
第
三
小
学
校
、
須
恵
中
学

校
に
お
い
て
、
小
中
合
同
の
研
究
推
進
体
制
を
整
備

し
、
重
点
指
導
項
目
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
年
間
指
導
計
画

を
も
と
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
明
確
に
し
た
授
業

実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ�

．
小
・
中
の
系
統
性
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

発
達
段
階
に

応
じ
た
「
基
礎

的
・
汎
用
的
能

力
」
を
明
ら
か

に
し
、
９
年
間

で
身
に
付
け
さ

せ
た
い
能
力
を

整
理
し
た
重
点

能
力
一
覧
【
図

１
】
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
そ

の
上
で
、
効
果

的
に
資
質
・
能

力
を
育
成
す
る

こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
学
級

活
動
（
３
）
と

生
活
科
・
総
合

的
な
学
習
の
時

間
、
各
教
科
の

関
連
を
意
識
し

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
年
間
指
導
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

学
級
活
動
（
３
）
の
授
業
で
は
、
学
習
内
容
と
関
連

付
け
た
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
等
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
明
確
に
し
た
授
業
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅱ�

．
地
域
と
連
携
し
た
教
育
活
動
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

須
恵
中
学
校
区
で
は
、
小
・
中
学
校
の
連
携
及
び
家

庭
や
地
域
・
社
会
と
の
連
携
の
円
滑
化
を
図
る
た
め

に
、
小
中
合
同
の
研
究
推
進
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
研

究
方
針
を
決
定
す

る
合
同
推
進
委
員

会
を
軸
に
小
中
合

同
の
部
会
を
編
成

し
、「
学
習
の
基
盤

づ
く
り
」「
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
」

「
授
業
づ
く
り
」

「
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス

ポ
ー
ト
活
用
」
の

４
つ
の
柱
で
研
究

を
推
進
し
て
い
ま

す
。【
図
２
】

ま
た
、
地
域
の

支
援
を
生
か
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
組
と
し
て
、
地
域
と
連
携
し
た
立

志
式
や
職
場
体
験
等
を
実
施
し
、
望
ま
し
い
勤
労
観
、

職
業
観
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
・
２
・
３
年
度
福
岡
県
重
点
課
題
研
究
指
定
・
委
嘱
事
業
研
究

社
会
の
創
り
手
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

義
務
教
育
課

                    

 

 

 

低学年 中学年

身近にいる人々に温かい心で接し、親切にする
ことができる。

相手の気持ちや立場を理解し、思いやることがで
きる。

日頃接している身近な人々に感謝の気持ちをも
つことができる。

自分の生活を支える人に感謝の気持ちをもつこと
ができる。

挨拶
挨拶の意義を知り，進んで元気に挨拶をすること
ができる。

挨拶の意義を知り，進んで，相手の目を見て，
はっきりと挨拶をすることができる。

言葉遣い
学習中や目上の人と話すときには，丁寧な言葉
遣いができる。

相手に応じて丁寧な言葉遣いができる。

学習のきまりを守って、進んで学習に取り組むこと
ができる。

学習のきまりを身に付け、進んで学習に取り組む
ことができる。

伝える
話題を決め、相手に伝わるように、順序を考えて
表現することができる。

目的を意識して、相手に伝わるよう話の中心が明
確になるようにして表現することができる。

聴く
相手が知らせたいことや、自分の聴きたいことを
落とさないように集中して聴くことができる。

相手が知らせたいことや自分の聴きたいことの中
心をとらえて、聴くことができる。

責任
自分でやらなければならないことは、最後まで行う
ことができる。

自分の言動に責任をもち、課せられた役割を丁
寧に行うことができる。

協力
班や係などの活動において、グループの友達と
楽しく、協力し合って活動することができる。

班や係などの活動において、クラスの友達と楽し
く、協力し合って活動することができる。

基礎的・汎用的能力

か
か
わ
る
力

須恵中校区の重点項目

人
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力

　かかわる力と
は、他者への思
いやりや規範意
識を持つととも
に、様々な意見
を理解して、自
分の意見も適切
に伝え、集団の
中で協同するこ
とができる力で
ある。

思いやり・親切

感謝

礼儀

規範意識

相互理解

勤労

【図１】「キャリア教育の視点を取り入れた授業」における
身に付させたい重点能力一覧　（一部）

【図２】須恵中学校区の研究推進体制
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⑵ 

吉
富
町
教
育
委
員
会
、
吉
富
町
外
一
市
中
学
校
組
合

教
育
委
員
会

●
研
究
主
題

な
り
た
い
自
分
を
め
ざ
し
、
深
く
考
え
、

よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
在
り
方

～
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
通
し
て
～

吉
富
小
学
校
、
吉
富
中
学
校
に
お
い
て
、
特
別
活
動

と
各
教
科
等
を
関
連
付
け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
年
間
指
導

計
画
を
作
成
し
、
授
業
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ 

．
小
・
中
の
系
統
性
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

特
別
活
動
と
各
教
科
等

と
の
関
連
を
意
識
し
た
年

間
指
導
計
画
【
図
３
】
を

作
成
し
「
基
礎
的
・
汎
用

的
能
力
」
の
育
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。
９
年
間
を
通

し
て
育
む
児
童
生
徒
の
姿

を
全
教
職
員
で
共
有
し
、

そ
の
具
現
化
に
向
け
て
、

児
童
生
徒
の
学
び
が
系
統

的
に
積
み
上
が
っ
て
い
く
よ
う
に
授
業
実
践
を
重
ね
て

い
ま
す
。　

ま
た
、
授
業
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
小
中
で
指
導
案

の
形
式
を
統
一
す
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視

点
を
指
導
案
に
示
し
、
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
を
活

用
し
た
学
級
活
動
（
３
）
等
の
授
業
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。
学
習
状
況
を
も
と
に
丁
寧
に
評
価
し
な
が
ら
組

織
的
な
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
【
図
４
】。

Ⅱ
．
地
域
と
連
携
し
た
教
育
活
動
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

小
中
の
連
携
を
図
る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
が
中
心

と
な
り
、
全
職
員
が
参
加
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
研
究
推
進
部
会
で
は
、
小
・
中
学
校
で

共
通
し
た
３
つ
の
部
会
を
設
置
し
、
合
同
研
修
を
実
施

し
や
す
い
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。【
図
５
】
ま
た
、

地
域
と
連
携
し
た
取
組
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

ひ
と
・
も
の
・
こ
と
を
活
用
し
た
授
業
を
行
い
、
社
会

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自

分
ら
し
い
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て

い
ま
す
。

【
研
究
発
表
会
（
事
業
最
終
年
度
）
の
期
日
】

　

須
恵
町
教
育
委
員
会�

11
月
17
日
（
水
）

　

吉
富
町
教
育
委
員
会�

11
月
18
日
（
木
）

　

吉
富
町
外
一
市
中
学
校
組
合
教
育
委
員
会

３　

重
点
課
題
研
究
指
定
・
委
嘱
事
業
の
成
果　

重
点
課
題
研
究
指
定
・
委
嘱
事
業
の
成
果
等
に

つ
い
て
は
、
義
務
教
育
課
の
各
種
資
料
の
ペ
ー
ジ

【http://gim
u.fku.ed.jp

】
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

キャリア・パスポート（一部）

地域事業所での職場体験の様子

【図４】キャリア教育の視点を意識した授業実践

【図３】キャリア教育年間指導計画（一部）

吉富小学校　吉富中学校　

キャリア・パスポート（一部抜粋）

生活科の様子

【図５】小・中連携の研究推進体制地域人材を生かした学習
家庭科の様子
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は
じ
め
に

苅
田
町
は
、
県
内
に
お
い
て
全
人
口
に
対
す
る
外
国

人
の
占
め
る
比
率
が
非
常
に
高
い
町
で
す
。
ま
た
、
１７

年
前
か
ら
エ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
（
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
「
ア
ジ
ア
太

平
洋
子
ど
も
会
議
イ
ン
福
岡
」）
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
各
学
校
で
外
国
人
児
童
を

受
け
入
れ
て
様
々
な
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
と

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
交

流
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
一

昨
年
度
は
、
本
校
に
も
マ
レ
ー

シ
ア
の
児
童
１
名
が
来
校
し
、

全
校
児
童
と
ふ
れ
あ
う
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
特
色
の
あ
る

苅
田
町
西
部
に
位
置
す
る
本

校
は
、
令
和
元
年
度
の
１
年

間
、
文
部
科
学
省
の
「
人
権
教

育
研
究
指
定
校
事
業
」
を
受

け
、「
外
国
人
の
人
権
に
つ
い

て
の
児
童
の
理
解
を
促
す
授
業
モ
デ
ル
の
開
発
・
検

証
」
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
、
そ
の
後
も
、
継
続

し
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
取
組
の
一

端
を
紹
介
し
ま
す
。

１　

研
究
主
題
に
つ
い
て

研
究
で
は
、「
異
文
化
や
多
様
性
を
理
解
し
、
尊
重
す

る
児
童
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
様
々
な
ふ
れ
あ

い
体
験
等
で
の
学
び
を
道
徳
科
の
授
業
に
生
か
し
な
が

ら
、
児
童
の
道
徳
的
価
値
の
自
覚
を
深
め
、
道
徳
的
実

践
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

主
題
の
「
異
文
化
や
多
様
性
を
理
解
し
尊
重
す
る
」

と
は
、
児
童
が
、
国
際
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、
言
語
・
食
事
・
服
装
・
慣
習
・
考
え
方
等
の
外

国
と
の
違
い
を
認
識
し
な
が
ら
、
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
認
め
合
っ
て
共
に
生
き
て
い
く
意
識
や
態
度
を
も

つ
こ
と
で
す
。

副
主
題
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
体
験
活
動

を
生
か
し
た
展
開
の
工
夫
」
と
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
、
外
国
の
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
単
元
「
外
国
を

知
ろ
う
」
を
３
年
生
以
上
に
設
定
し
、
地
域
学
習
と
共

に
体
験
活
動
を
重
視
し
た
探
究
的
な
学
習
を
進
め
る
こ

と
で
す
。

道
徳
科
の
授
業
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
育
成
す
べ

き
資
質
・
能
力
の
実
現
に
向
け
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
い
わ
ゆ
る
教
科
等
横
断
的
な
視
点
で
教

育
内
容
を
編
成
し
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
特
別
活

動
等
の
様
々
な
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動
並
び
に
外
国
語
科

（
外
国
語
活
動
）
や
各
教
科
の
学
び
と
関
連
付
け
た
道

徳
科
の
展
開
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

２　

研
究
の
着
眼
に
つ
い
て

⑴� 

自
分
と
の
関
わ
り
か
ら
問
題
意
識
を
も
た
せ
る
導
入

の
工
夫

導
入
「
つ
な
ぐ
」
段
階
で
は
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値

へ
の
方
向
付
け
を
行
う
た
め
に
、
児
童
自
身
が
こ
れ
ま

で
に
学
習
及
び
体
験
し
た
こ
と
の
中
か
ら
、
問
題
意
識

を
も
た
せ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。

例
え
ば
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
特
別
活
動
等
で

の
体
験
活
動
を
写
真
や
動
画
等
で
振
り
返
ら
せ
た
り
、

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
日
常
生
活
の
場
面
を
掘
り
起
こ

し
た
り
す
る
な
ど
、
児
童
が
「
自
分
と
関
わ
り
が
あ
り

学校全景

「
異
文
化
や
多
様
性
を
理
解
し
、
尊
重
す
る
児
童
を
育
て
る
道
徳
科
学
習
指
導
」

　
　
～
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
体
験
活
動
を
生
か
し
た
展
開
の
工
夫
を
通
し
て
～

苅
田
町
立
白
川
小
学
校　
　
　

特色ある
学校教育活動
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そ
う
だ
」、「
考
え
て
み
る
価
値
が
あ
り
そ
う
だ
」
と
い

う
意
識
を
も
た
せ
て
い
く
よ
う
に
し
、
め
あ
て
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

⑵ 

自
分
の
思
い
や
考
え
を
引
き
出
す
発
問
や
、
多
様
な

価
値
観
に
ふ
れ
る
た
め
の
交
流
活
動
の
工
夫

展
開
前
段
「
ひ
ろ
げ
る
」
段
階
で
は
、
教
材
文
の
登

場
人
物
と
自
分
と
を
重
ね
て
、
そ
の
苦
悩
、
葛
藤
、
行

為
、
感
動
等
を
共
感
的
あ
る
い
は
批
判
的
に
追
究
し
、

ね
ら
い
と
す
る
価
値
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
教
師
が
用
意
し
た
４
つ
の
発

問
「
基
本
発
問
」「
中
心
発
問
」「
深
め
る
発
問
」「
高

め
る
発
問
」
に
よ
っ
て
、
児
童
の
思
い
や
考
え
を
引
き

出
し
、
価
値
を
追
究
し
て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
価
値
観
に
ふ
れ
さ
せ
、
多
面
的
・
多

角
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
自
分
の
思
い

や
考
え
を
友
達
と
交
流
す
る
場
を
設
け
る
よ
う
に
し
ま

す
。

⑶ 

学
び
を
も
と
に
自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
る
展
開
後

段
の
工
夫

展
開
後
段
「
み
つ
め
る
」
段
階
で
は
、
資
料
を
離

れ
、
今
ま
で
の
自
分
の
生
活
や
考
え
方
を
見
つ
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
価
値
の
自
覚
を
深
め
る

中
心
的
な
段
階
で
あ
り
、
授
業
の
最
も
重
要
な
部
分
で

す
。
こ
の
と
き
、
教
師
が
用
意
し
た
「
み
つ
め
る
発

問
」
に
よ
っ
て
、
展
開
前
段
で
追
究
し
た
価
値
に
照
ら

し
て
、
今
ま
で
の
自
分
は
ど
う
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
ど
う
生
き
て
い
き
た
い
か
を
見
つ
め
さ
せ
る
よ

う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
児
童
が
体
験
し
た
活

動
を
写
真
や
画
像
で
振
り
返
ら
せ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

内
容
に
着
目
さ
せ
た
り
す
る
等
の
手
立
て
と
「
み
つ
め

る
発
問
」
に
よ
っ
て
、
価
値
の
自
覚
を
深
め
る
よ
う
に

し
ま
す
。

３　

研
究
の
実
際
に
つ
い
て
（
第
５
学
年
）

⑴
主
題
及
び
教
材
に
つ
い
て

主
題
「
世
界
の
人
々
の
た
め
に
」　

Ｃ
【
国
際
理
解
、
国
際
親
善
】

教
材
「
ブ
ー
タ
ン
に
日
本
の
農
業
を
」　

（『
は
ば
た
こ
う
明
日
へ
』
教
育
出
版
）

⑵
本
時
の
ね
ら
い

他
国
の
伝
統
や
文
化
に
つ
い
て
理
解
し
、
日
本
人

と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
国
際
親
善
に
努
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
他
国
の
人
々
も
伝

統
や
文
化
に
誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
理

解
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
を
尊
重
し
、
他
国
の

人
々
と
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

⑶
着
眼
の
有
効
性
に
つ
い
て

　

① 

自
分
と
の
関
わ
り
か
ら
問
題
意
識
を
も
た
せ
る
導

入
の
工
夫

導
入
「
つ
な
ぐ
」
段
階
で
は
、
生
活
経
験
の
中

で
、「
他
国
の
人
々
と
関
わ
っ
た
こ
と
」
を
振
り
返

ら
せ
る
た
め
に
、
他
国
の
人
々
と
交
流
し
た
際
の
写

真
や
、
事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ま
と
め
た
も
の

を
提
示
し
、
そ
の
時
の
思
い
を
想
起
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
他
国
の
人
々
と
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
問
う
こ

と
で
、
自
分
と
の
関
わ
り
か
ら
、
他
国
の
人
々
と
関

わ
る
と
き
に
大
切
な
心
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と

い
う
問
題
意
識
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

② 

自
分
の
思
い
や
考
え
を
引
き
出
す
発
問
や
、
多
様

な
価
値
観
に
ふ
れ
る
た
め
の
交
流
活
動
の
工
夫

展
開
前
段
「
ひ
ろ
げ
る
」
段
階
で
は
、
ね
ら
い
と

す
る
価
値
の
理
解
を
図
る
た
め
に
、「
ブ
ー
タ
ン
に

日
本
の
農
業
が
し
っ
か
り
と
根
付
い
た
の
は
、
西
岡

さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
農
業
指
導
に
尽
く
し
た

か
ら
で
す
か
」（
中
心
発
問
）
と
問
い
ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
は
、「
ブ
ー
タ
ン
の
人
々
に
も
無
理
の
な

研究構想図
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い
方
法
で
、
日
本
の
農
業
技
術
を
わ
か
っ
て
も
ら

い
、
ブ
ー
タ
ン
を
豊
か
に
し
た
い
」
等
の
考
え
が
出

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
時
間
を
か
け
ず
に
日
本

の
農
業
の
よ
さ
を
伝
え
た
方
が
、
す
ぐ
に
ブ
ー
タ
ン

の
人
々
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
の
で
は
な
い
で
す

か
」（
深
め
る
発
問
）
と
子
ど
も
の
思
考
を
ゆ
さ
ぶ

り
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
、「
ま
だ
そ
の
と
き
は
、
パ

ロ
の
田
植
え
の
方
法
が
ブ
ー
タ
ン
の
人
た
ち
に
と
っ

て
は
普
通
の
方
法
だ
っ
た
の
で
、
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
に
は
、
実
際
に
や
っ
て
み
せ
る
ほ
う
が
い
い
」

等
の
考
え
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
心
発

問
、
深
め
る
発
問
、
交
流
に
よ
っ
て
、「
他
国
の
伝
統

を
大
事
に
し
て
関
わ
り
を
深
め
よ
う
と
す
る
心
」
が

大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

　

③ 

学
び
を
も
と
に
自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
る
展
開

後
段
の
工
夫

展
開
後
段
「
み
つ
め
る
」
段
階
で
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
か
ら
来
た
児
童

と
の
交
流
の
こ
と

を
振
り
返
ら
せ
、

「
み
な
さ
ん
は
、
他

国
の
人
と
関
わ
る

と
き
、
ど
の
よ
う

な
思
い
で
関
わ
っ

て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
」（
み
つ
め
る

発
問
）
と
問
い
ま

し
た
。
こ
の
こ
と

で
、
一
人
一
人
の

心
の
中
に
あ
る
「
他
国
の
伝
統
や
文
化
を
尊
重
す
る

心
」
に
つ
い
て
見
つ
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４　

研
究
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て

⑴
成
果

上
の
グ
ラ
フ
は
、
令
和
元
年
５
月
、
９
月
、
令
和
２

年
１
月
、
７
月
に
、
２
～
６
年
生
を
対
象
と
し
て
行
っ

た
「
人
権
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
で
す
。

こ
の
①
～
③
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
、「
相
互
理

解
・
多
文
化
共
生
」
に
関
す
る
項
目
で
あ
り
、
３
項
目

と
も
、
概
ね
、
研
究
を
積
み
重
ね
る
に
つ
れ
、
数
値
が

向
上
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
異
文
化
や
多
様
性
を
理
解
し
尊
重

す
る
児
童
が
育
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑵
課
題
及
び
今
後
の
方
向
性

課
題
は
、「
自
尊
感
情
・
自
己
肯
定
感
」
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
項
目
の
結
果
が
、
あ
ま
り
伸
び
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
後
は
、
多
様
な
人
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
、
自
分
が
周
り
の
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と

等
に
つ
い
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
研
究
を
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

今
回
の
指
定
校
事
業
を
受
け
、
人
権
教
育
を
基
盤
と

し
た
教
科
等
横
断
的
な
視
点
か
ら
の
授
業
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
研
究
に

よ
っ
て
、
自
分
の
生
活
や
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

「
よ
り
よ
い
自
分
を
め
ざ
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を

も
っ
て
学
び
に
向
か
う
姿
が
少
し
ず
つ
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ら
に
研
究
を
深

め
、
本
校
の
学
校
教
育
目
標
で
あ
る
「
夢
に
向
か
い
、

主
体
的
に
学
び
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
児
童
の
育

成
」
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

体験活動を振り返る様子

人権意識アンケートの結果
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福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
事
業
に
つ
い
て�

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー

は
じ
め
に

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
の
学
校
等
が
、

社
会
の
変
化
や
子
供
、
学
校
、
地
域
等
の
実
態
に
応
じ

て
、
特
色
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
自
律
的
に
創
造
及

び
推
進
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
研
修
、

研
究
、
支
援
を
中
心
と
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
た

「
研
究
事
業
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

１　

令
和
２
年
度
か
ら
の
取
組

本
事
業
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
が
独
自
の
研
究
主
題
を

設
定
し
行
っ
て
い
た
令
和
元
年
度
ま
で
の
「
調
査
研

究
」
か
ら
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る

「
福
岡
県
重
点
課
題
研
究
指
定
・
委
嘱
事
業
」
及
び
福

岡
県
立
学
校
「
新
た
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
連

携
を
図
る
「
研
究
事
業
」
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

〇
目
的

令
和
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
研
究
事
業
」

は
、
現
代
的
な
教
育
課
題
や
本
県
学
校
教
育
に
お
け
る

教
育
課
題
及
び
経
営
課
題
に
応
じ
た
研
究
を
推
進
し
、

各
研
究
指
定
地
域
・
指
定
校
へ
の
支
援
等
を
行
い
、
地

域
の
研
究
推
進
の
拠
点
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
研
究

成
果
の
県
内
学
校
等
へ
の
発
信
及
び
普
及
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〇
支
援
体
制

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
５
年
に
わ
た
り
研

究
を
行
っ
て
き
た
福
岡
県
立
学
校
「
新
た
な
学
び
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
チ
ー
ム
に
加
え
、
福
岡
県
重
点
課
題
研
究

へ
の
支
援
を
関
係
教
育
機
関
と
と
も
に
行
う
、
研
究
支

援
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
教
育
セ
ン
タ
ー
は

３
か
年
の
研
究
指
定
・
委
嘱
期
間
の
中
で
、
特
に
理
論

構
築
を
行
う
研
究
１
年
次
を
中
心
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

〇
成
果
の
発
信

教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
重
点
課
題

研
究
の
成
果
と
し
て
、
２
・
３
年
次
の
重
点
課
題
研
究

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
指
定
地
域
・
指
定
校
が
作
成
し
た
教

育
資
料
等
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

２　

 

令
和
２
年
度
重
点
課
題
及
び
研
究
指
定
地
域
・
指

定
校
の
紹
介

昨
年
度
の
「
福
岡
県
重
点
課
題
研
究
指
定
・
委
嘱
事

業
」
の
研
究
課
題
と
研
究
指
定
地
域
・
指
定
校
は
次
の

と
お
り
で
す
。

《
研
究
１
年
次
》

Ⅰ
「
学
び
の
個
別
最
適
化
を
実
現
す
る
教
育
活
動
」

・�

東
峰
村
教
育
委
員
会
（
東
峰
小
学
校
・
東
峰
中
学
校
）　

・
筑
後
市
教
育
委
員
会
（
松
原
小
学
校
）

Ⅱ
「
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
」

・
福
津
市
教
育
委
員
会
（
神
興
小
学
校
）

・
上
毛
町
教
育
委
員
会
（
南
吉
富
小
学
校
）

Ⅲ�

「
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の
形
成
に
基
づ
く
学
び
に
向

か
う
集
団
づ
く
り
」　

・�

鞍
手
町
教
育
委
員
会
（
剣
南
小
学
校
・
剣
北
小
学

校
・
古
月
小
学
校
・
西
川
小
学
校
・
新
延
小
学
校
・

室
木
小
学
校
・
鞍
手
中
学
校
）

Ⅳ�

「
通
常
の
学
級
に
お
け
る
特
別
の
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
に
関
わ
る
教
員
の
指
導
力
向
上
を
目
指

し
た
支
援
体
制
整
備
」

・
宗
像
市
教
育
委
員
会

《
研
究
２
年
次
》

Ⅰ
「
小
・
中
９
年
間
を
つ
な
い
で
取
り
組
む
学
力
向
上
」

・�

直
方
市
教
育
委
員
会
（
直
方
南
小
学
校
・
直
方
北
小

学
校
・
直
方
西
小
学
校
・
直
方
第
三
中
学
校
）

・�

広
川
町
教
育
委
員
会
（
中
広
川
小
学
校
・
広
川
中
学
校
）
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Ⅱ
「
社
会
の
創
り
手
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」

・�
須
恵
町
教
育
委
員
会
（
須
恵
第
一
小
学
校
・
須
恵
第

三
小
学
校
・
須
恵
中
学
校
）　　

・�

吉
富
町
教
育
委
員
会
（
吉
富
小
学
校
）、吉
富
町
外
一

市
中
学
校
組
合
教
育
委
員
会
（
吉
富
中
学
校
）

Ⅲ�

「
幼
・
保
・
小
・
中
の
主
体
的
な
学
び
を
つ
な
ぐ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

・�

久
山
町
教
育
委
員
会
（
け
や
き
の
森
幼
稚
園
・
ひ　
　

さ
や
ま
保
育
園
杜
の
郷
・
久
原
小
学
校
・
山
田
小
学

校
・
久
山
中
学
校
）　　

・�

桂
川
町
教
育
委
員
会
（
桂
川
幼
稚
園
・
桂
川
小
学

校
・
桂
川
東
小
学
校
・
桂
川
中
学
校
）

《
研
究
３
年
次
》

Ⅰ�

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
外
国
語
教
育
の
推
進
」

・�

糸
島
市
教
育
委
員
会
（
波
多
江
小
学
校
・
怡
土
小
学

校
、
前
原
東
中
学
校
）

・�

宮
若
市
教
育
委
員
会
（
宮
若
西
小
学
校
・
宮
若
西
中

学
校
）

Ⅱ�

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
」

・�

み
や
こ
町
教
育
委
員
会
（
豊
津
小
学
校
・
豊
津
中
学

校
）

・�

筑
前
町
教
育
委
員
会
（
三
輪
小
学
校
・
三
輪
中
学
校
）

Ⅲ�

「
共
生
社
会
に
生
き
る
力
を
育
成
す
る
学
び
の
連
続

性
の
あ
る
授
業
実
践
」

・
福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援
学
校

３　

教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介

令
和
３
年
３
月
、
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
研
究
の
成
果
」
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
研
究
の

概
要
が
ま
と
め
ら
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
、
研
究
３
年

次
の
各
指
定
地
域
・
指
定
校
が
作
成
し
た
学
習
指
導

案
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
等
の
資
料
を
こ
ち
ら
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
県
立
学
校
「
新
た
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や
過
去
の
「
調
査
研
究
」
の
成
果
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

お
わ
り
に

今
後
も
研
究
指
定
地
域
・
指
定
校
へ
の
支
援
及
び
成

果
の
発
信
に
つ
と
め
て
参
り
ま
す
。
是
非
、
学
校
等
で

の
教
育
活
動
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

教育センター
ホームページ

http://www.educ.pref.fukuoka.jp
先生方が必要とされている教育情報が満載です！

２
年
次
重
点
課
題
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は

こ
ち
ら
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す 

➡

３
年
次
重
点
課
題
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
学
習
指
導
案
等
の
成
果
物
は
、

こ
ち
ら
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す 

➡

《リーフレット及び研究の成果物配信ページ》
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現
代
的
課
題
対
応
研
修「
人
生
１
０
０
年
時
代
で
の
社
会
教
育
が
果
た
す
役
割
」

　
～
防
災
教
育
か
ら
は
じ
め
る
地
域
の
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
～

福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

教育施設から
の事業だより

〇　

は
じ
め
に

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
教
育
関
係
者
等
の
養
成
に

資
す
る
事
業
「
現
代
的
課
題
対
応
研
修
」
の
一
つ
と
し

て
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
で
の
社
会
教
育
が
果
た
す

役
割
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
を
令
和
元
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。「
現
代
的
課
題
」
と
は
、「
社
会
の

急
激
な
変
化
に
対
応
し
、
人
間
性
豊
か
な
生
活
を
営
む

た
め
に
、
人
々
が
学
習
す
る
必
要
の
あ
る
課
題
」
で

す
。（
平
成
４
年
「
今
後
の
社
会
の
動
向
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
の

振
興
方
策
に
つ
い
て
」
生
涯
学
習
審
議
会
答
申
）
同
答
申
で
は
、

学
習
課
題
の
選
択
に
当
た
っ
て
、
社
会
性
・
公
共
性
・

現
代
性
・
緊
急
性
な
ど
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
べ
き
と

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
る
中
で
、
一
人

一
人
が
い
か
に
幸
せ
な
人
生
を
歩
む
の
か
。
人
口
減
少

や
高
齢
化
、
地
域
経
済
の
縮
小
や
人
間
関
係
の
希
薄
化

等
、
様
々
な
課
題
が
表
層
化
す
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な

社
会
を
創
造
し
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
社
会

教
育
は
ど
の
よ
う
な
形
で
寄
与
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
。」
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成
３０
年
「
人
口
減
少
時
代

の
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
社
会
教
育
の
振
興
方
策
に
つ
い

て
」
中
央
教
育
審
議
会
答
申
）

そ
の
よ
う
な
中
、
自
然
現
象
が
原
因
に
よ
る
災
害
の

激
し
さ
が
年
々
増
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
備
え
や
対
策

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
令
和
２
年
度
は
、
多
様
な
現
代
的
課
題
の
中

か
ら
「
防
災
・
減
災
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

１  
「
人
生
１
０
０
年
時
代
で
の
社
会
教
育
が

　
　

果
た
す
役
割
～
防
災
教
育
か
ら
は
じ
め
る
地
域

　
　

の
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
～
」
の
概
要

〈
目
的
〉

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
地
域
の
「
防
災
・

減
災
」
を
教
育
の
視
点
か
ら
捉
え
、
解
決
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、「
人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
」
の
基
盤
と
な
る
社
会
教
育
の
果
た
す
べ
き
役
割

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

〈
研
修
対
象
者
〉

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
関
係
職
員
、
社
会
教
育
施
設

職
員
（
公
民
館
等
）、
防
災
担
当
主
管
職
員
、
学
校
関
係

者
、
地
域
活
動
指
導
員
、
社
会
教
育
委
員
、
社
会
教
育

主
事
有
資
格
者
、
市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
等
、

1
3
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

２　

研
修
実
施
の
ポ
イ
ン
ト

⑴
専
門
的
知
識
を
学
ぶ

災
害
を
正
し
く
恐
れ
、
正
し
く
備
え
る
た
め
に
も
偏

見
の
な
い
正
確
な
情
報
や
知
識
が
必
要
で
す
。
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
、
減
災
の
分
野
に
お
い
て
、
様
々
な

問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
防
災
の
専
門
家
を
招

き
、
示
唆
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

⑵
具
体
的
事
例
か
ら
学
ぶ

災
害
の
教
訓
を
今
後
に
生
か
し
、
他
地
域
に
も
広
げ

る
た
め
に
、
被
災
地
の
取
組
や
被
災
者
の
体
験
を
聴
く

こ
と
は
重
要
で
す
。
被
災
を
バ
ネ
に
、
地
域
住
民
と
共

に
自
助
・
共
助
に
力
強
く
歩
ん
で
い
る
事
例
を
紹
介
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

⑶
多
様
な
主
体
が
集
っ
て
考
え
る

前
掲
の
中
教
審
答
申
で
は
、「
社
会
教
育
に
こ
れ
ま

で
関
わ
り
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
地
域
づ
く
り
に
熱
意
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を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
様
々
な
分
野
の
人
材
を
社

会
教
育
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
積
極
的
に
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
多
様

な
主
体
と
の
連
携
・
協
働
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

も
、
他
の
行
政
部
局
の
職
員
や
地
域
活
動
団
体
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
関
係
者
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
一
緒
に
考
え

て
も
ら
う
機
会
に
し
ま
し
た
。

３　

研
修
の
実
際

令
和
２
年
10
月
８
日
（
木
）

【
研
修
１
】

〈
講
義
〉「
地
域
に
お
け
る
防
災
・
減
災
の
あ
り
方
」

九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
附
属

ア
ジ
ア
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー　教

授　

三
谷　

泰
浩　

氏

ま
ず
、
自
然
災
害
の
概
念
、「
防
災
・
減
災
」
と
い
う

視
点
で
の
対
策
の
重
要
性
、
防
災
情
報
各
警
戒
レ
ベ
ル

に
お
け
る
具
体
的
行
動
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
や

種
類
、
問
題
点
等
、
専
門
的
な
内
容
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
被
災
地
の
現
地
調
査
や
自
治
体

へ
の
防
災
対
策
支

援
の
様
子
を
紹
介

し
な
が
ら
、
防
災
・

減
災
の
取
組
（
災

害
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
防

災
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
地
区
防
災
計
画

の
策
定
等
）
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、「
自
助
・
互
助
・
共
助

の
重
要
性
」「
行
政
主
導
で
は
な
い
防
災
の
重
要
性
」

「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
防
災
対
策
」「
災
害
対
応
に
は

外
部
か
ら
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
地

域
の
連
携
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
、
地
域

に
お
け
る
防
災
・
減
災
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

【
研
修
２
】

〈
事
例
発
表
〉

「
防
災
・
減
災
に
向
け
た
私
た
ち
の
取
り
組
み
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
住
み
よ
い
あ
さ
く
ら
を
め
ざ
す

風
お
こ
し
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

星
野　

洋
子　

氏

ま
ず
、
自
分
の
命
、
家
族
の
命
、
地
域
の
命
を
守
る

防
災
力
を
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、「
被
災
し
た
地
域
だ

か
ら
こ
そ
伝
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
実
践
！
命

を
守
る
防
災
力
講
座
」
の
取
組
を
中
心
に
事
例
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
次
に
、「
災
害
の
実
態
を
専
門
的
な
観

点
か
ら
学
び
、
リ
ス
ク
対
応
を
考
え
る
」「
男
女
共
同

参
画
を
視
点
に
し

た
地
域
の
防
災
力
」

「
ア
ウ
ト
ド
ア
で
体

験
し
な
が
ら
防
災

を
学
ぶ
」「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
新
た

に
防
災
・
減
災
の
課

題
と
対
策
を
考
え

る
」
等
、
各
講
座
の

内
容
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
日
頃
か
ら
つ
な

が
り
づ
く
り
を
大
切
に
し
、
災
害
に
対
し
て
備
え
を
し

て
お
く
こ
と
、「
日
常
が
防
災
」
で
あ
る
と
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

〇　

お
わ
り
に

〈
参
加
者
の
声
…
講
義
〉

・�

用
語
の
難
し
さ
等
は
あ
る
が
、
い
ろ
ん
な
人
が
見
て

わ
か
る
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
的
な
視
点
が
防
災
教
育
に

も
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
専
門
家
と
行
政
、
住
民

と
が
協
力
し
て
取
組
を
し
て
い
く
中
で
、
地
域
の
リ

ス
ク
マ
ッ
プ
や
住
ん
で
い
る
地
域
単
位
で
の
避
難
計

画
等
、
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

・�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
知
識

と
し
て
住
民
一
人
一
人
に
危
険
が
迫
っ
た
時
に
正
し

く
判
断
、
行
動
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
教
育
、
地
域

で
の
学
ぶ
機
会
を
各
自
治
体
で
設
け
る
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

〈
参
加
者
の
声
…
事
例
発
表
〉

・�

継
続
し
た
講
座
を
通
し
て
、
被
災
の
大
変
な
現
実
か

ら
、
住
民
の
前
向
き
な
防
災
の
意
識
を
高
め
る
取
組

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
受
講
さ
れ
た
皆

さ
ん
が
、
地
域
の
持
続
・
発
展
を
支
え
、
現
代
的
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
取
組
を
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

講師による専門的な講義

ＮＰＯ法人代表による発表
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
体
験
活
動
の
機
会
と
場
の
創
出
に
向
け
て

F
a
m
ily

チ
ャ
レ
ン
ジD

a
y

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

教育施設から
の事業だより

は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」
に
お
い

て
も
、
利
用
予
定
だ
っ
た
学
校
や
団
体
の
キ
ャ
ン
セ
ル

や
内
容
の
変
更
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

年
度
当
初
、
利
用
の
際
の
「
三
密
」
を
防
ぐ
等
の
感

染
拡
大
防
止
対
策
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
体
験
活
動

に
お
い
て
は
研
修
者
同
士
の
ふ
れ
合
い
や
学
び
合
い
が

基
本
と
な
っ
て
お
り
、
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
ど

れ
だ
け
の
体
験
や
学
び
が
提
供
で
き
る
の
か
未
知
数
で

し
た
。
そ
の
た
め
、「
玄
海
の
家
」
で
も
当
初
計
画
し

て
い
た
主
催
事
業
等
を
大
き
く
見
直
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
子
ど
も
た
ち
の
「
学
び
を
と
め
な
い
こ
と
」

を
合
言
葉
に
、
体
験
活
動
の
機
会
と
場
の
提
供
を
目
指

し
ま
し
た
。

１　

玄
海M

o
vin
g

 o
n
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　

年
度
初
め
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
の
登
校
や
外
出
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、「
家
族
」

単
位
で
で
き
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
事
業
企
画
を
行
い

ま
し
た
。
当
時
、
安
心
し
て
活
動
、
行
動
で
き
る
集
団

が
「
家
族
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
新
た
な
「
玄
海

の
家
」
利
用
者
の
開
拓
、
新
規
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体

験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開
発
も
兼
ね
て
、「
玄
海

M
oving�on�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�Fam

ily

チ
ャ
レ
ン
ジ

Day

」
と
し
て
、
県
内
小
、
中
学
生
と
そ
の
家
族
を
対

象
と
し
た
一
日
（
日
帰
り
）
の
体
験
活
動
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

２　

活
動
内
容
と
感
染
防
止
対
策　
　
　
　

活
動
内
容
や
実
施
期
日
に
つ
い
て
は
、
下
記
【
表

１
】
の
と
お
り
で
す
。

ま
ず
は
「
家
族
」
だ
け
で
で
き
る
内
容
を
設
定
し
ま

し
た
。
家
族
の
ふ
れ
合
い
や
絆
を
深
め
る
こ
と
も
ね
ら

い
の
一
つ
と
考
え
、
感
染
防
止
対
策
を
含
め
て
、
家
族

同
士
の
接
触
の
場
面
を
で
き
る
限
り
最
小
限
に
抑
え
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

次
に
、
小
、
中
学
生
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
き
る
内

容
を
設
定
し
ま
し
た
。「
家
族
」
に
や
っ
て
も
ら
う
の

で
は
な
く
、「
家
族
と
共
に
」
ま
た
は
「
家
族
の
た
め

に
」、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
「
め
あ
て
」
を
も
っ

て
活
動
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
評
価
に
つ
い
て
は
「
子
ど
も
」
と
「
保
護

者
」
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
、
め
あ
て
の
達
成
度
や
満
足
度
を
測
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
子
ど
も
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
国
立
青
少
年
教
育

振
興
機
構
の
「
生
き
る
力
」
の
測
定
・
分
析
ツ
ー
ル

（
I
K
R
）
を
活
用
し
、
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

【
表
１
】

回

期
日

活
動
内
容

第
１
期
（
９
月
～
11
月
）

1

9
／
13

海
洋
カ
ヌ
ー
体
験

2

9
／
27

漂
流
物
サ
ン
ド
ア
ー
ト
、
海
水
浴

3

10
／
11

海
水
d
e
塩
づ
く
り
、
塩
パ
ン
づ
く
り

4

10
／
25

火
お
こ
し
体
験
、
野
外
炊
飯
活
動

5

11
／
1

親
子
の
き
ず
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

第
２
期
・
2
n
d
（
12
月
～
２
月
）

6

12
／
6

火
お
こ
し
体
験
、
ピ
ザ
づ
く
り

7

12
／
20

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
づ
く
り

8

1
／
17

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

9

1
／
24

火
お
こ
し
体
験
、
野
外
炊
飯
活
動

10

2
／
11

親
子
の
き
ず
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

11

2
／
28

ひ
な
ま
つ
り
メ
モ
ス
タ
ン
ド
づ
く
り
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３　

活
動
の
実
際 

～
「
第
３
回
」
の
事
例
か
ら
～　
　

十
月
十
一
日
に
開
催
し
た
「Fam

ily

チ
ャ
レ
ン
ジ

Day
」
第
３
回
で
は
、「
海
水
d
e
塩
づ
く
り
塩
パ
ン

づ
く
り
」
を
企
画
し
、
参
加
者
は
１２
家
族
３４
名
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

「
海
水
か
ら
塩
を
つ
く
る
体
験
」
や
そ
の
塩
を
使
っ

た
「
塩
パ
ン
づ
く
り
」
は
、
日
頃
な
か
な
か
で
き
な
い

体
験
で
あ
る
こ
と
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
家
族
に
つ
い
て
も
本
活
動
へ
の
関
心
は
高

く
、
始
め
の
説
明
か
ら
真
剣
な
眼
差
し
で
聴
く
様
子
が

あ
り
ま
し
た
。

説
明
後
は
「
家
族
だ
け
」
で
活
動
が
進
行
で
き
る
よ

う
に
、
工
程
表
、
作
り
方
な
ど
様
々
な
資
料
を
用
意
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
玄
海
の
家
」
職
員
を
家
族
ご
と
に

支
援
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
ま
し
た
。

⑴　

塩
づ
く
り

ま
ず
は
、「
玄
海
の
家
」
前
の
海
浜
か
ら
汲
ん
で
き

た
5
0
0
ml
の
海
水
を
、
コ
ー
ヒ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
で
濾

し
、
砂
な
ど
の
大
き
な
不
純
物
を
取
り
除
き
ま
す
。
次

に
、
鍋
に
入
れ
た
海

水
を
ガ
ス
コ
ン
ロ

で
熱
し
、
蒸
発
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

水
量
が
始
め
の

1
／
１０
程
度
に
な

る
こ
ろ
、
海
水
に
含

ま
れ
る
石
灰
成
分

な
ど
が
白
い
物
体

と
し
て
現
れ
ま
す
。

そ
れ
を
再
び
コ
ー

ヒ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー

で
濾
し
、
残
っ
た

液
体
を
蒸
発
さ
せ

ま
す
。

海
水
を
沸
か
す
作
業
は
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
家
族

で
塩
が
結
晶
化
し
て
い
く
様
子
を
じ
っ
と
見
な
が
ら
、

楽
し
そ
う
に
会
話
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
塩

が
で
き
た
と
き
に
は
家
族
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
り
、

完
成
し
た
塩
を
家
族
で
味
見
し
な
が
ら
、「
ほ
ん
と
に

塩
が
で
き
た
。」
と
感
心
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

⑵　

塩
パ
ン
づ
く
り

衛
生
面
を
考
え
、
事
前
に
小
麦
粉
等
の
材
料
を
ビ
ニ

ル
袋
に
入
れ
た
も
の
を
用
意
し
ま
し
た
。
袋
の
中
で
生

地
を
こ
ね
る
作
業
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
大
変
な

作
業
で
す
が
、
家
族
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
こ
ね
る

様
子
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
各
家

族
か
ら
子
ど
も
を

集
め
、「
薪
割
り

体
験
」
も
実
施
し

ま
し
た
。
初
め
て

体
験
す
る
子
ど
も

も
多
く
、
最
初
は

苦
労
し
て
い
ま
し

た
が
、
保
護
者
の

励
ま
し
や
見
守
り

を
受
け
な
が
ら
、

無
事
に
薪
を
割
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
成
形
し
た
パ
ン
生
地
の
仕
上
げ
に
、
自
分
た
ち
が

作
っ
た
「
塩
」
を
振
り
か
け
、
か
ま
ど
で
焼
き
ま
し

た
。「
い
い
に
お
い
。
お
い
し
そ
う
。」
と
家
族
で
完
成

を
喜
ぶ
姿
や
う
れ
し
そ
う
に
パ
ン
を
頬
張
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

⑶　

成
果
と
課
題

「
塩
づ
く
り
」
と
「
塩
パ
ン
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
、
新
規
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
開
発
の
一
環
で
行
い
ま
し

た
。
今
回
実
施
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
方
法
や
手
順
、

材
料
、
道
具
、
分
量
、
時
間
配
分
等
概
ね
明
確
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
、
事
後
の
I
K
R

集
計
に
よ
る
評
価
は
、
心
理
的
社
会
的
能
力
は
3
・
6

ポ
イ
ン
ト
、
徳
育
的
能
力
は
1
・
9
ポ
イ
ン
ト
の
向
上

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
が
目
標
を
も
ち
達
成
に
向

け
て
、
家
族
で
褒
め
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
が
高
ま
り
、
達
成
感
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ま
す
。
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

（
記
述
式
）
か
ら
も
概
ね
好
評
を
い
た
だ
き
、
高
い
満

足
度
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に　
　
　
　

第
３
回
以
外
の
開
催
回
に
お
い
て
も
、
申
し
込
み
や

問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
体
験
活

動
の
機
会
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。
ま
た
、

ど
の
事
業
に
お
い
て
も
参
加
し
た
家
族
か
ら
は
、「
今

年
は
子
ど
も
に
い
ろ
い
ろ
体
験
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
か
ら
、
あ
り
が
た
か
っ
た
。」「
子
ど
も
の
成
長

を
感
じ
た
。」
等
、
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
各
実
施
回
の
I
K
R
を
見
て
も
、
全
て
の
回
で
子

ど
も
た
ち
の
「
生
き
る

力
」
の
数
値
が
向
上
し

て
い
ま
し
た
。

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、

感
染
防
止
対
策
を
と
り

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
好
奇
心
や
興
味
を

引
き
出
せ
る
よ
う
な
体

験
活
動
の
機
会
と
場
の

提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

海水の変化を見つめる参加家族

「薪割り体験」の様子
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家
族
で
デ
イ
キ
ャ
ン
プ 

in 

英
彦
山�

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家

教育施設から
の事業だより

１　

事
業
概
要　
　
　
　

本
事
業
は
、
家
族
で
野
外
調
理
や
英
彦
山
散
策
等
の

自
然
体
験
活
動
に
取
り
組
む
機
会
を
通
し
て
、
家
族
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
加
や
、
継
続
的
に
自
然

体
験
活
動
に
取
り
組
む
家
族
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。

・
日
時

【
第
1
回
】
令
和
２
年
１０
月
１０
日
（
土
）

【
第
２
回
】
令
和
２
年
１０
月
１８
日
（
日
）

・�

会
場
：
福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家
、
篠
崎
川
魚
店�

釣
り
堀

・�

参
加
者
：
９
家
族
３０
名
（
第
１
回
：
４
家
族
１２
名
、

第
２
回
：
５
家
族
１８
名
）　

・
活
動
内
容

【�

第
１
回
】
出
会
い
の
つ
ど
い
、
英
彦
山
散
策
、
野
外

調
理
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
体
験
、
巨
大
シ
ャ
ボ
ン
玉
作

り
、
ふ
り
返
り
、
別
れ
の
つ
ど
い

【�

第
２
回
】
出
会
い
の
つ
ど
い
、
ヤ
マ
メ
釣
り
体
験
、

火
お
こ
し
体
験
、
卓
上
炭
焼
き
調
理
、
ふ
り
返
り
、

別
れ
の
つ
ど
い

２　

事
業
の
様
子　
　
　
　

『
英
彦
山
散
策
（
家
族
D
E
英
彦
山
自
然
体
験
）』

英
彦
山
散
策
で
は
、「
家
族
で
ど
の
コ
ー
ス
を
巡
る

か
を
考
え
、
コ
ー
ス
上
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
」

を
目
標
と
し
ま
し
た
。
活
動
の
支
援
と
し
て
、
①
コ
ー

ス
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
名
所
の
良
さ
や
所
要
時
間
を
掲

載
し
て
、
家
族
で

話
し
合
い
な
が

ら
コ
ー
ス
設
定

が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
②
「
伝
説

の
岩
の
隙
間
を

通
り
抜
け
る
」

「
神
社
の
階
段
の

段
数
を
一
緒
に

数
え
る
」
等
、
英

彦
山
の
よ
さ
を
生
か
し
た
家
族
間
の
協
力
が
必
要
と
な

る
課
題
を
設
定
し
ま
し
た
。

活
動
で
は
、
家
族
で
決
め
た
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら

鷹
巣
原
高
原
の
ス
ス
キ
の
前
で
記
念
撮
影
を
し
た
り
、

木
の
実
を
集
め
て
親
子
で
見
せ
合
っ
た
り
す
る
な
ど
、

英
彦
山
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
課
題
を
解
決
す
る
場
面
で
は
、
家
族
で
作

戦
を
立
て
て
挑
戦
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
岩
の

隙
間
を
通
り
抜
け
る
課
題
を
解
決
し
た
家
族
は
、「
す

ご
い
ね
。」「
横
歩
き
で
腕
を
伸
ば
す
作
戦
が
う
ま
く

い
っ
た
ね
。」
と
、
通
り
抜
け
ら
れ
た
喜
び
を
共
感
し

て
い
ま
し
た
。

『
野
外
調
理
（
防
災
食
、
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
作
り
）』

野
外
調
理
で
は
、「
家
族
で
食
材
や
役
割
を
決
め
、
協

力
し
て
取
り
組
む
こ
と
」
を
目
標
と
し
ま
し
た
。
活
動

の
支
援
と
し
て
、
①
具
材
を
数
種
類
用
意
し
、
そ
の
中

か
ら
家
族
が
話
し
合
っ
て
具
材
や
組
み
合
わ
せ
方
を
決

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
②
作
り
方
を
絵

や
写
真
で
提
示
し
た
り
、
実
演
し
た
り
し
て
、
活
動
中

家族DE英彦山自然体験
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に
子
ど
も
が

困
っ
た
と
き
に

は
保
護
者
が
教

え
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

具
材
の
種
類

を
多
く
し
た
た

め
、
子
ど
も
達
は

挑
戦
し
た
い
組

み
合
わ
せ
を
た

く
さ
ん
思
い
つ

き
、
家
族
の
話
し
合
い
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
調
理

で
は
、
自
分
の
役
割
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
子
ど
も
達
が

意
欲
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
様
子
を
保
護
者
が
褒
め
る

場
面
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
活
動
後
は
「
上
手
に
作

れ
て
嬉
し
か
っ
た
。」「
家
族
で
話
し
合
い
、
子
ど
も
が

頑
張
っ
て
作
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
災
害
で
水
や
電
気

が
使
え
な
い
時
で
も
、
簡
単
に
で
き
る
調
理
だ
っ
た
の

で
覚
え
て
お
き
た
い
。」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

『
火
お
こ
し
体
験
、
卓
上
炭
焼
き
調
理
』

卓
上
炭
焼
き
調
理
で
は
「
家
族
で
協
力
し
て
食
材
を

手
に
入
れ
、
火
を
お
こ
し
て
調
理
す
る
こ
と
」
を
目
標

と
し
ま
し
た
。
活
動
の
支
援
と
し
て
、
①
食
材
と
な
る

魚
は
、
家
族
で
釣
り
体
験
を
通
し
て
準
備
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
②
火
お
こ
し
は
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス

タ
ー
タ
ー
と
い
う
用
具
を
使
用
し
た
少
し
難
し
い
方
法

に
設
定
し
、協
力
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

釣
り
は
、
英
彦

山
に
あ
る
釣
り

堀
店
と
連
携
し
、

家
族
で
ヤ
マ
メ

釣
り
に
挑
戦
を

し
ま
し
た
。
ヤ

マ
メ
釣
り
は
多

く
の
人
が
初
め

て
の
経
験
だ
っ

た
の
で
、
釣
れ
た

時
の
手
ご
た
え

や
、
ヤ
マ
メ
を
触
っ
た
時
の
感
触
を
家
族
で
伝
え
合
う

様
子
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
火
お
こ
し
も
初
体

験
の
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
職
員
の
手
本
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
家
族
で
教
え
合
っ
て
挑
戦
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
何
度
も
練
習
を
し
た
結
果
、
よ
う
や
く
着
火
し

た
時
に
は
、「
や
っ
た
。」「
つ
い
に
で
き
た
。」
と
い
う

歓
声
が
あ
が
り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る
家
族
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
炭
で
焼
い
た
ヤ
マ
メ
や
お
に
ぎ
り
を
笑
顔
で

食
べ
る
子
ど
も
達
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
デ
ザ
ー
ト

も
、
家
族
で
お
こ
し
た
火
を
使
い
、
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ

を
作
っ
て
食
べ
る
な
ど
、
山
な
ら
で
は
の
体
験
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

３　

事
業
の
成
果
と
課
題　

（
成
果
）

・
活
動
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
支
え
る

手
立
て
を
意
図
的
に
仕
組
ん
だ
こ
と
で
、
親
子
で
同
じ

方
向
を
向
い
て
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
、
共

に
達
成
感
を
感
じ
た
り
、
が
ん
ば
り
を
褒
め
た
り
す
る

姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

・
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
ま
た
英
彦
山
や
添
田
町
に

来
た
い
と
思
い
ま
し
た
か
」
と
い
う
項
目
に
、
す
べ
て

の
家
族
が
「
と
て
も
思
う
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
自
然
体
験
活
動
の
楽
し
さ
や
添

田
町
の
良
さ
を
家
族
で
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
課
題
）

・
当
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
化
な
ど
に
柔
軟

に
対
応
す
る
手
立
て
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。
今
回
は
野
外
調
理
後
、
家
族
で
の
ん
び
り
過
ご

す
時
間
に
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
体
験
や
、
巨
大
シ
ャ
ボ
ン
玉

作
り
を
仕
組
み
ま
し
た
が
、
例
え
ば
そ
の
よ
う
な
時
間

を
、
別
れ
の
つ
ど
い
後
に
組
み
込
ん
で
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
や
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
な
ど
、
い
く
つ
か
選
択
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
す
る
工
夫
が
あ
れ
ば
、
よ
り

充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。

防災食、ホットサンド作り

火おこし体験、卓上炭焼き調理
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特
別
展

「
九
州
山
岳
霊
場
遺
宝
―
海
を
望
む
北
西
部
の
山
々
か
ら
―
」
に
つ
い
て

�

九
州
歴
史
資
料
館

教育施設から
の事業だより

九
州
歴
史
資
料
館
は
、
福
岡
県
域
を
中
心
に
九
州
の

歴
史
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て

調
査
研
究
の
成
果
は
、
論
集
や
報
告
書
な
ど
に
ま
と
め

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
別
展
や
企
画
展
を
通
し

て
紹
介
す
る
こ
と
で
、
ひ
ろ
く
目
に
見
え
る
か
た
ち
で

共
有
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
も

一
つ
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の
成
果
を
凝
縮
さ
せ

て
、
特
別
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
名
は
「
九

州
山
岳
霊
場
遺
宝
―
海
を
望
む
北
西
部
の
山
々
か
ら

―
」。
昭
和
４８
年
（
1
9
7
3
）
開
館
以
来
の
仏
教
美

術
調
査
の
成
果
の
一
端
と
、
こ
こ
十
年
ほ
ど
当
館
に
事

務
局
を
置
い
て
開
催
さ
れ
て
き
た
、
九
州
山
岳
霊
場
遺

跡
研
究
会
の
、
成
果
の
一
端
を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

九
州
山
岳
霊
場
遺
跡
研
究
会
は
、
年
に
一
度
、
九
州

各
地
の
霊
山
を
と
り
上
げ
る
研
究
発
表
集
会
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
霊
山
が
所
在
す
る
地
域
で
開
催
す
る
こ
と
を
重

ね
て
き
て
お
り
、
そ
の
舞
台
は
九
州
各
県
に
お
よ
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
た
め
当
初
は
、
九
州
全
域
か
ら
仏
像
や

神
像
、
絵
画
作
品
、
工
芸
品
や
陶
磁
器
な
ど
の
、
山
岳

霊
場
遺
宝
を
集
め
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
度

来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
準
備
が
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
上
に
、
そ
も
そ
も
当

館
の
展
示
室
は
広
く
は
な
い
の
で
、
そ
の
規
模
に
も
鑑

み
て
、
ま
ず
は
九
州
北
西
部
の
霊
山
に
絞
り
込
ん
で
と

り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

九
州
の
北
西
部
に
は
、
宝
満
山
や
若
杉
山
な
ど
を
擁

す
る
三
郡
山
地
、
浮
嶽
や
雷
山
、
脊
振
山
や
天
山
な
ど

を
擁
す
る
脊
振
山
地
、
四
王
寺
山
、
多
良
岳
や
雲
仙
な

ど
の
、
名
だ
た
る
霊
山
が
構
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

山
々
や
そ
の
ゆ
か
り
の
場
か
ら
、
早
く
か
ら
著
名
な
仏

像
や
神
像
、
近
年
新
た
に
確
認
さ
れ
た
重
要
作
例
、
そ

し
て
伝
世
品
や
出
土
品
を
問
わ
な
い
遺
宝
の
数
々
を
、

一
堂
に
会
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
海
を
望
む
位
置
に
あ

る
九
州
北
西
部
の
山
々
に
絞
り
込
む
こ
と
で
、
九
州
な

ら
で
は
の
特
徴
で
あ
る
大
陸
と
の
交
流
も
、
よ
り
鮮
や

か
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
、
結
果
と

し
て
こ
れ
で
よ
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
身
の
回
り
に
構
え
て
い
る
霊
山
か
ら
、
こ
れ
ま
で

き
っ
と
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
、
す
ば
ら
し
い
文
化
財

の
数
々
が
展
示
室
に
ぎ
っ
し
り
と
集
ま
り
ま
す
。

な
お
本
展
は
、
当
館
の
過
去
の
展
示
と
の
関
係
で
い

え
ば
、
英
彦
山
を
中
心
に
九
州
東
側
の
霊
山
に
つ
い
て

と
り
上
げ
た
、
平
成
２9
年
（
2
0
1
7
）
の
特
別
展
、

「
霊
峰
英
彦
山
―
神
仏
と
人
と
自
然
と
―
」
と
相
補
う

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
、

英
彦
山
と
そ
の
周
辺
に
か
か
る
特
別
展
の
こ
と
に
つ
い

て
は
図
録
で
、
そ
し
て
今
回
の
特
別
展
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
会
場
に
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
や
は
り
現
場
や
実
物
に
ま
さ
る
存
在
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
物
な
ら
で
は
の
魅
力
を
当
館
の
展
示
室
で
体
感

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
収
束
を
祈
り
つ
つ
、
み
な
さ
ま
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
会
期
・
観
覧
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
知
ら
せ
欄

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

龍猛菩薩坐像（正覚寺） 不動明王立像（石井坊）
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発
掘
現
場
や
展
示
資
料
を
体
感
で
き
る

　
　
　
V
R
コ
ン
テ
ン
ツ
の
導
入
に
つ
い
て

�

九
州
歴
史
資
料
館

教育施設から
の事業だより

九
州
歴
史
資
料
館
で
は
令
和
2
年
度
に
新
た
な
文
化

財
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
当
館
で
推
進
す
る
X
線
C�

T
ス
キ
ャ
ナ
等
に
よ

る
、
先
進
的
な
デ
ジ
タ
ル
計
測
技
術
の
応
用
に
よ
り
制

作
し
た
、
V
R
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
で
発
掘

現
場
や
展
示
資
料
を
体
感
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介

し
ま
す
。

発
掘
現
場
は
、
通
常
、
非
公
開
で
、
調
査
後
は
、
保

存
の
た
め
に
埋
め
戻
し
な
ど
す
る
た
め
、
今
で
は
見
る

こ
と
や
、
入
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
こ
う
し
た
不
可

能
を
実
現
し
た
い
、
ま
た
、
調
査
担
当
者
が
体
感
し
て

い
る
臨
場
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
よ
う
な

思
い
を
V
R
で
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
V
R

で
体
感
で
き
る

発
掘
現
場
の
う

ち
、
豪
華
な
国

宝
級
の
馬
具
が

出
土
し
た
こ
と

で
話
題
の
古
賀

市
船
原
古
墳
で

は
、
ヘ
ッ
ド
マ

ウ
ン
ト
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
装
着

す
る
と
、
ま
ず
5
0
0
点
以
上
も
の
馬
具
等
が
広
が

り
、
ま
さ
に
発
掘
直
後
の
現
場
に
立
つ
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
そ
し
て
実
際
に
中
を
歩
き
な
が
ら
、
手
に
し

た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
シ
ャ
ベ
ル
と
ハ
ケ
に
な
っ
て
、

豪
華
な
馬
具
を
発
掘
で
き
ま
す
。
発
掘
さ
れ
た
馬
具

は
、
高
精
細
３
D
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
る

の
で
、
実
物
と
全
く
同
じ
形
状
、
大
き
さ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
顔
を
近
づ
け
る
と
、
極
限
ま
で
馬
具
に
近
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
光
景
や
動
作
は
調
査
担
当
者

に
し
か
で
き
な
い
体
感
で
す
。
現
場
で
体
感
し
て
い
る

臨
場
感
を
、
来
館
者
の
み
な
さ
ん
に
も
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
。

こ
の
他
、
当
館
で
発
掘
調
査
を
行
っ
た
、
み
や
こ
町

浅
見
大
塚
古
墳

で
は
、
内
部
に

丸
や
三
角
で
描

か
れ
た
装
飾
が

あ
る
石
室
や
、

豪
華
な
大
刀
や

馬
具
が
出
土
し

た
様
子
を
探
索

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

次
に
、
展
示

資
料
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
当
館
で
展
示
し
て
い

る
仏
像
の
う
ち
、
奪
衣
婆
坐
像
の
内
部
を
探
索
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
奪
衣
婆
は
三
途
の
川
の
畔
に
い
る
老

女
で
、
そ
の
姿
は
鬼
気
迫
る
も
の
で
す
が
、
普
段
は
ガ

ラ
ス
越
し
に
正
面
か
ら
表
情
を
う
か
が
う
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
V
R
で
、
こ
の
像
に
極
限
ま
で
近
づ
き
、
展

示
室
で
は
実
現
不
可
能
な
距
離
で
恐
ろ
し
い
表
情
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
も
実
際
は
不
可

能
な
こ
と
で
す
が
、
仏
像
を
解
体
し
、
内
部
の
造
り
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
頭
の
内
部
の
目
の

部
分
で
は
、
迫
真
性
を
高
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
玉

眼
と
呼
ば
れ
る
、
水
晶
を
嵌
め
込
む
技
法
を
立
体
的
に

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
学
芸
員
が

仏
像
を
調
査
し
た
り
、
本
格
的
な
修
理
の
現
場
で
し
か

見
る
事
が
で
き
な
い
光
景
で
す
。
こ
れ
を
来
館
者
の

方
々
に
も
体
感
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
V
R
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
を
考
慮
し
た
体
験
が
で
き
る
よ
う
、
現

在
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
学

校
等
へ
の
出
前
に
よ
る
体
験
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た

ち
が
体
感
し
て
い
る
発
掘
現
場
や
展
示
資
料
の
調
査
で

の
臨
場
感
を
多
く
の
み
な
さ
ん
に
体
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

VR でみた船原古墳の発掘直後
まさに発掘直後の光景が広がります

「体験の様子」
体験者が馬具を発掘しているところ
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は
じ
め
に

当
館
は
、
平
成
２
年
５
月
、
緑
の
ま
ち
久
留
米
市
に

開
館
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
５
月
に
開
館
３０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
同
年
２
月
２８
日
か
ら
５
月
２６
日
ま
で
約
３
か

月
間
の
臨
時
休
館
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
記
念
行

事
や
そ
の
ほ
か
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
臨
時
休
館
中
に
取
り
組
ん
だ
情
報
発
信
の

内
容
や
再
開
館
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
日
々
の
運
営
等
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

１　

「
お
う
ち
で
サ
イ
エ
ン
ス
」
及
び

　
　

「
お
う
ち
で
コ
ス
モ
」
の
配
信

令
和
２
年
２
月
に
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
に
よ

り
、
福
岡
県
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
臨
時
休
業
措
置

が
取
ら
れ
、
当
館
で
も
同
時
に
臨
時
休
館
と
な
り
ま
し

た
。「
体
験
し
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
科

学
館
」
で
あ
る
は
ず
の
当
館
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

臨
時
休
業
で
自
宅
学
習
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
何
か
発
信
が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
考
え
た

の
が
、『
お
う
ち
で
サ
イ
エ
ン
ス
』『
お
う
ち
で
コ
ス

モ
』
と
い
う
職
員
手
づ
く
り
の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配

信
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
自
宅
学
習
を
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
と
、
来
館
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
に
向
け
て
、
家
庭
に
い
な
が
ら
科
学
や
天
文
の
面
白

さ
、
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

作
成
し
た
も
の
で
す
。『
お
う
ち
で
サ
イ
エ
ン
ス
』
に

は
、
音
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
で
音
の
実
験
⁉
」「
電
気
ク
ラ
ゲ
で
遊
ぼ
う
！
」
な

ど
、
家
庭
で
も
で
き
る
簡
単
な
科
学
実
験
や
科
学
工
作

に
つ
い
て
１７
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
り
ま
す
。『
お
う
ち

で
コ
ス
モ
』
で
は
、「
北
斗
七
星
を
さ
が
し
て
み
よ

う
！
」
や
「
部
分
日
食
を
観
察
し
よ
う
！
」
な
ど
季
節

の
星
座
や
星
の
探
し
方
、
天
文
現
象
な
ど
に
つ
い
て
１６

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
し
ま
し
た
。
現
在
も
更
新
中
で

す
。
是
非
、
科
学
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

２　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

　
　

を
講
じ
た
展
示
場
・
コ
ス
モ
シ
ア
タ
ー

　
　

（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）
運
営

第
１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
令
和
２

年
５
月
２７
日
か
ら
開
館
と
な
り
ま
し
た
。
当
館
も
他
の

社
会
教
育
施
設
と
同
様
に
、
福
岡
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
本
部
か
ら
の
指
導
と
公
益
財
団
法
人
日

本
博
物
館
協
会
が
国
の
方
針
を
ふ
ま
え
作
成
し
た
「
博

物
館
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
く
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。

職
員
は
毎
日
の
検
温
を
欠
か
さ
ず
行
う
こ
と
と
し
、

体
調
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
、
ア
ル

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
科
学
館
の
取
組
に
つ
い
て�

福
岡
県
青
少
年
科
学
館
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コ
ー
ル
の
手
指
消
毒
を
徹
底
し
、
執
務
室
内
に
は
飛
沫

感
染
防
止
の
た
め
の
シ
ー
ル
ド
を
設
置
し
職
員
同
士
の

感
染
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

入
館
者
数
を
制
限
し
、
コ
ス
モ
シ
ア
タ
ー
も
定
員
、

投
映
回
数
を
減
ら
し
て
投
映
し
て
い
ま
す
。
展
示
場
及

び
コ
ス
モ
シ
ア
タ
ー
内
の
消
毒
作
業
は
１
日
３
回
行

い
、
常
に
換
気
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
館
さ
れ
る
お
客

様
に
対
し
て
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
の
後
、

サ
ー
モ
カ
メ
ラ
に
よ
る
体
温
測
定
、
入
館
者
連
絡
カ
ー

ド
の
記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
職
員
が
直
接
お
客

様
に
ご
案
内
す
る
よ
う
な
箇
所
に
は
、
飛
沫
感
染
防
止

の
た
め
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ル
ド
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
持
ち
込
み
等
の
食
事
が

可
能
で
し
た
が
、
食
事
中
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
１
階
中
庭
及
び
３
階
集
会
室
は
食
事
の

た
め
の
利
用
を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

展
示
場
に
は
ハ
ン
ズ
オ
ン
型
の
展
示
物
が
多
数
あ

り
、
接
触
感
染
等
の
危
険
性
の
あ
る
展
示
物
等
は
使
用

を
停
止
し
、
展
示
物
の
一
部
で
操
作
が
必
要
で
あ
っ
た

り
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
り
と
直
接
手
で
触
れ
る
必
要
の

あ
る
展
示
物
の
近
く
に
は
、
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

を
設
置
し
感
染
拡
大
防
止
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
密

閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
放
電
実
験

シ
ョ
ー
や
フ
ロ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
は
、
現
在
も
中
止

し
、
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
は
、
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
数
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

学
習
団
体
等
の
予
約
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
受
け
入

れ
人
数
を
制
限
し
、
平
日
（
学
校
の
長
期
休
業
を
除

く
）
の
み
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
館
内
で
の
密
集
を
避

け
る
た
め
、
利
用
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
等
は
事
前
に

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昼
食
会
場
の
ご
利
用
は
停
止
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。（
詳
細
は
、
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

３　

科
学
教
育
普
及
事
業
及
び
天
文
教
育

　
　

普
及
事
業
に
つ
い
て

年
間
事
業
計
画
に
沿
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ど
の
事
業
も
大
変
好
評
で
、
毎
年
夏
休

み
や
春
休
み
に
実
施
す
る
特
別
展
期
間
中
は
開
館
時
刻

前
に
も
か
か
わ
ら
ず
玄
関
入
口
前
に
は
連
日
多
く
の
お

客
様
が
並
ば
れ
ま
す
。
ま
た
事
前
予
約
が
必
要
な
教
室

等
は
、
予
約
開

始
日
に
満
席
に

な
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。

し
か
し
、
令

和
２
年
７
・
８

月
開
催
予
定
の

夏
の
特
別
展
は

中
止
と
し
、
そ

の
後
も
本
県
の

感
染
状
況
に
よ

り
、「
科
学
工

作
教
室
」「
サ

イ
エ
ン
ス
教

室
」「
も
の
づ

く
り
工
房
」

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室
」
等

の
科
学
教
育
普
及
事
業
及
び
「
星
と
音
楽
の
夕
べ
」

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」「
真
昼
の
天
体
観

察
」「
星
空
教
室
」「
市
民
天
体
観
望
会
」
等
の
天
文
教

育
普
及
事
業
に
つ
い
て
も
計
画
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
、
三
密
を
避
け
飛
沫

感
染
を
防
止
す
る
た
め
、
定
員
を
減
ら
す
、
参
加
者
同

士
の
距
離
を
確
保
す
る
た
め
に
会
場
内
の
配
置
を
工
夫

す
る
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
徹
底
す

る
、
講
師
と
科
学
館
の
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

で
つ
な
ぎ
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
感
染
予
防
対
策
を

と
り
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

当
館
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
内
容
や
実
施
方
法
を
見
直

し
、
ま
た
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、
事
業
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
県
民
の
皆
様
へ
科
学
教
育
の
普
及
・
振

興
を
目
的
と
し
「
体
験
し
な
が
ら
科
学
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
、
何
度
来
て
も
楽
し
め
る
科
学
館
」
を
め
ざ
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
令
和
３
年
７
月
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
来
館
事
前
予
約
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ものづくり工房
各作業テーブルに飛沫感染防止の
シールドを立てて行う様子

科学講演会（オンライン開催）
講師：龍山康朗氏（気象予報士）
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教
職
員
課

令
和
４
年
度
現
職
教
員
特
別
選
考
試
験
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
正
規
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
方
を

対
象
に
し
た
特
別
選
考
試
験
を
、
関
東
地
区
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
正
規
教
員
の
方
で
、
福
岡
県
で
の
勤
務
を

希
望
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
今
回
の
特
別
選
考
試
験

に
つ
い
て
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

な
お
、本
年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】�

小
、
中
、
義
務
教
育
、
特
別
支
援
学
校
の
正
規
教
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
る
方
（
養
護
教
諭
、栄
養
教
諭
を
除
く
。）

【
試
験
日
】
１１
月
２８
日
（
日
）

【
志
願
書
受
付
期
間
】
５
月
１７
日
（
月
）
～
９
月
２４
日
（
金
）

志
願
書
の
配
布
・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
教
育
庁
教
育
総
務
部
教
職
員
課
市
町
村
立
学
校
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
２
（
６
４
３
）
３
８
９
２　

F
A
X　

０
９
２
（
６
４
３
）
３
８
９
６

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

M
o
vin
g

 o
n

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「F
am
ily 

チ
ャ
レ
ン
ジ D
ay

＆
キ
ャ
ン
プ
」

　

「
玄
海
の
家
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
自
然
体
験
活
動
」
の
機
会

を
多
く
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「Fam

ily

チ
ャ
レ
ン
ジDay

＆
キ
ャ
ン
プ
」
を
実
施
し
ま
す
。
海
や
松
林
な
ど
「
玄
海
の
家
」
周
辺

の
自
然
の
中
で
、
家
族
と
共
に
色
々
な
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん

か
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期　

日
：Fam
ily�

チ
ャ
レ
ン
ジ�Day

①

　
　
　
　

令
和
３
年
９
月
２３
日
（
木
・
祝
）

　
　
　

Fam
ily�

チ
ャ
レ
ン
ジ�Day

②

　
　
　

令
和
３
年
１１
月
３
日
（
水
・
祝
）

　
　
　

Fam
ily�

チ
ャ
レ
ン
ジ�

キ
ャ
ン
プ

　
　
　

令
和
３
年
１１
月
６
日
（
土
）
～
７
日
（
日
）

会　

場
：
福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

対　

象
： 

県
内
の
児
童
生
徒
と
そ
の
家
族
１０
家
族
程
度
（
各
回
ご
と
に
募
集
）

内　

容
：
海
で
の
活
動
、
野
外
炊
飯
、
テ
ン
ト
泊
他

申　

込
：�「
玄
海
の
家
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
電
子
申
請

※�

詳
し
く
は
「
玄
海
の
家
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

　
　

〒
8
1
１
～
３
５
０
１　

福
岡
県
宗
像
市
神
湊
１
２
７
６

　
　
　
　
　
　
　
　

T
E
L　

０
９
４
０
（
６
２
）
２
５
１
１　
　
　

F
A
X　

０
９
４
０
（
６
２
）
２
５
１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w
.fsg.pref.fukuoka.jp/genkai/

九
州
歴
史
資
料
館

★
企
画
展
「
き
ゅ
う
お
に
と
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　

―
大
昔
の
く
ら
し
と
国
づ
く
り
―
」

内　

容
：�

主
に
小
学
校
６
年
生
の
歴
史
学
習
で
活
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
企
画
し
ま
し
た
。
九
州
歴
史
資
料
館
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
き
ゅ
う
お
に
」
の
案
内
で
、
縄
文
・
弥
生
・
古

墳
・
奈
良
時
代
へ
の
時
空
を
超
え
た
旅
に
出
か
け
ま
す
。
福

岡
の
大
昔
の
人
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
服
を
着
た
り
、
食
べ

物
を
食
べ
た
り
し
て
く
ら
し
て
い
た
の
か
、
日
本
の
国
は
ど

の
よ
う
に
形
作
ら
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
疑

問
を
探
る
展
示
に
な
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
：
令
和
３
年
６
月
２２
日
（
火
）
～
１０
月
１０
日
（
日
）

開
催
時
間
：
9
時
３０
分
～
１６
時
３０
分
（
入
館
は
１６
時
００
分
ま
で
）

休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
・
振
替
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

観
覧
料
：
無
料�

●
福
岡
県
置
県
１
５
０
周
年
記
念
企
画
展

「
福
岡
県
政
１
５
０
年
―
第
１
部　

九
州
の
中
核
を
め
ざ
し
て
―
」

内　

容
：�

明
治
か
ら
終
戦
直
後
ま
で
の
県
政
の
歴
史
を
通
し
て
、
福
岡

県
が
九
州
の
中
核
と
し
て
成
長
し
て
い
く
姿
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
福
岡
共
同
公
文
書
館
（
筑
紫
野
市
）
で
は
戦
後

の
県
政
を
紹
介
す
る
企
画
展
「
福
岡
県
政
１
５
０
年
―
第
２

部　

ア
ジ
ア
の
な
か
の
福
岡
へ
―
」
を
同
時
開
催
し
ま
す
の

で
あ
わ
せ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日
：
令
和
３
年
８
月
３
日
（
火
）
～
９
月
２６
日
（
日
）

開
催
時
間
：
9
時
３０
分
～
１６
時
３０
分
（
入
館
は
１６
時
００
分
ま
で
）

休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
・
振
替
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

観
覧
料
：
有
料
、
一
般
２
１
０
円
（
１
５
０
円
）

　
　
　
　

高
大
生
１
５
０
円
（
１
０
０
円
）
中
学
生
以
下
無
料

　
　

※����（　

）
内
は
２０
名
以
上
の
団
体
料
金

　
　

※　

障
が
い
者
と
そ
の
介
護
者
１
名
は
無
料
。

　
　

※　

満
６５
歳
以
上
の
方
は
無
料
。

　
　

※　

土
曜
日
は
高
校
生
も
無
料
。

●
山
本
作
兵
衛
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
登
録

　

10
周
年
記
念
「
交
流
キ
ャ
ラ
バ
ン
展 

炭
坑（
ヤ
マ
）の
記
録　

世
界
の
記
憶
」

内　

容
：�

筑
豊
炭
田
を
描
い
た
山
本
作
兵
衛
と
そ
の
作
品
を
紹
介
す
る

田
川
市
主
催
の
展
覧
会
で
す
。
日
本
初
の
「
世
界
記
憶
遺

産
」
と
な
っ
た
山
本
作
兵
衛
炭
坑
記
録
画
の
原
画
が
特
別
公

開
さ
れ
ま
す
。�

開
催
日
：
令
和
３
年
８
月
１１
日
（
水
）
～
９
月
２６
日
（
日
）

開
催
時
間
：
9
時
３０
分
～
１６
時
３０
分
（
入
館
は
１６
時
００
分
ま
で
）

休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
・
振
替
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

観
覧
料
：
有
料
（
上
記
と
同
じ
）�

●
特
別
展
「
九
州
山
岳
霊
場
遺
宝
―

　
　
　
　
　
　
　

海
を
望
む
北
西
部
の
山
々
か
ら
―
」

内　

容
：�

九
州
の
北
西
部
に
は
、
宝
満
山
や
若
杉
山
、
四
王
寺
山
、
浮

嶽
・
雷
山
・
脊
振
山
、
多
良
岳
や
雲
仙
な
ど
、
名
だ
た
る
霊

山
が
あ
り
ま
す
。
本
展
で
は
こ
れ
ら
の
霊
山
や
ゆ
か
り
の
場

に
伝
わ
る
仏
像
や
神
像
、
出
土
品
な
ど
、
山
岳
霊
場
の
遺
宝

の
数
々
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。
今
回
は
特
に
九
州
な
ら
で
は

の
特
徴
で
あ
る
大
陸
と
の
交
流
の
痕
跡
を
色
濃
く
残
す
筑

前
・
肥
前
に
焦
点
を
絞
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

開
催
日
：
令
和
３
年
１０
月
９
日
（
土
）
～
１２
月
５
日
（
日
）

開
催
時
間
：
9
時
３０
分
～
１６
時
３０
分
（
入
館
は
１６
時
００
分
ま
で
）

休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
・
振
替
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

観
覧
料
：
有
料
（
上
記
と
同
じ
）�

入
館
の
際
は
体
温
測
定
・
マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒
・
連
絡
票
記
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

九
州
歴
史
資
料
館　

学
芸
調
査
室　

広
報
普
及
班

　

〒
８
３
８
～
０
１
０
６　

小
郡
市
三
沢
５
２
０
８
―
３

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
４
２
（
７
５
）
９
５
０
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
４
２
（
７
５
）
７
８
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://�kyureki.jp

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

自
宅
で
学
べ
る
「
放
送
大
学
」

― 

大
学
院
生
・
教
養
学
部
生　

募
集 

―

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
マ
ホ
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
を
含
む
）
を
通
し
て
学
ぶ
文
部
科
学
省
・
総
務
省
所
管
の
通

IN
F
O
R
M
A
TIO
N

お
知
ら
せ
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信
制
の
大
学
で
す
。

【
大
学
院
・
教
養
学
部
】

　

・�
特
別
支
援
学
校
教
諭
二
種
免
許
状
や
、
専
修
免
許
状
等
上
位
免
許

状
取
得
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

・�
心
理
や
教
育
、
福
祉
な
ど
の
幅
広
い
分
野
か
ら
、
大
学
院
は
約
８０

科
目
、
教
養
学
部
は
約
３
０
０
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

・�

学
生
は
、
自
己
学
習
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
イ
ト
「
放
送
大
学
自
己

学
習
サ
イ
ト
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

【
２
０
２
１
年
度
第
２
学
期
学
生
募
集
期
間
】

　

・［
第
一
回
］�

令
和
３
年
６
月
１０
日
（
木
）
～�

令
和
３
年
８
月
３１
日
（
火
）

　

・［
第
二
回
］�

令
和
３
年
９
月
１
日
（
水
）
～�

令
和
３
年
９
月
１４
日
（
火
）

※�

各
学
校
に
は
、
令
和
３
年
３
月
に
「
２
０
２
１
年
度
教
員
免
許
状
及

び
各
種
資
格
に
つ
い
て
」（
放
送
大
学
本
部
作
成
）
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
併
せ
て
、「
２
０
２
１
年
度
教
員
の
た
め
の
放
送
大
学
活
用
の

手
引
（
教
科
･
免
許
編
デ
ー
タ
版
）」
を
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
作
成
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

［
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
］

　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

�　

〒
８
１
６
～
０
８
１
１�　

春
日
市
春
日
公
園
６
～
１

��　

（
九
州
大
学
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｅ
棟�

４
・
５
階
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
２
（
５
８
５
）
３
０
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
（
５
８
５
）
３
０
３
９

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
休
館
又
は

各
種
教
室
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
中
止
・
内
容
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
来
館
事
前
予
約
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ご
来
館
の
際
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
福
岡
県
青
少
年
科
学
館

小
・
中
学
生
理
科
研
究
コ
ン
ク
ー
ル

〔
展
示
期
間
〕
１０
月
２
日
（
土
）
～
１０
月
２４
日
（
日
）

〔
内　

容
〕�

福
岡
県
内
の
小
・
中
学
生
が
自
ら
調
べ
、
創
作
し
た
理

科
に
関
す
る
自
由
研
究
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
展
示

作
品
の
中
か
ら
優
秀
賞
、
特
別
賞
、
優
良
賞
を
選
考
し

て
表
彰
を
行
い
ま
す
。

〔
期　

日
〕
①
１０
月
１６
日
（
土
）
②
１１
月
１３
日
（
土
）　

〔
時　

間
〕
各
１9
時
００
分
～
２０
時
００
分

〔
対　

象
〕
ど
な
た
で
も
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
定　

員
〕
各
１０
組
（
最
大
４０
名
）

〔
受
付
開
始
〕
①
１０
月
２
日
（
土
）
②
１０
月
３０
日
（
土
）

〔
内　

容
〕�

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
季
節
の
星
空
解
説
後
、
屋
上
で

天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
た
星
の
観
望
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
天
候
不
良
時
で
も
星
空
解
説
は
行
い
ま
す
。）

〔
期　

日
〕
①
１０
月
２
日
（
土
）
②
１０
月
１６
日
（
土
）

〔
時　

間
〕
各
１０
時
３０
分
～
１２
時
００
分

〔
対　

象
〕
小
学
生
以
上

〔
参
加
費
〕
１
０
０
円

〔
定　

員
〕
各
８
組
（
最
大
２４
名
）

〔
受
付
開
始
〕
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
下
さ
い

〔
内　

容
〕�
秋
の
主
な
星
や
星
座
の
さ
が
し
方
を
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
座
さ
が
し

の
練
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
期　

日
〕
１０
月
３０
日
（
土
）

〔
時　

間
〕
１０
時
００
分
～
１６
時
００
分

〔
会　

場
〕
久
留
米
工
業
大
学　

久
留
米
市
上
津
町
２
２
２
８
―
６６

〔
対　

象
〕
小
学
３
年
生
～
中
学
生

〔
参
加
費
〕
３
０
０
円

〔
定　

員
〕
４０
名

〔
受
付
開
始
〕
９
月
３０
日
（
木
）

〔
内　

容
〕�

ロ
ケ
ッ
ト
の
歴
史
や
宇
宙
探
査
等
の
講
話
や
、
火
薬
エ

ン
ジ
ン
を
使
っ
た
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
づ
く
り
を
し
ま

す
。

〔
期　

日
〕
①
１１
月
１３
日
（
土
）、
②
１１
月
２０
日
（
土
）

〔
時　

間
〕
１１
時
００
分
～
１１
時
４０
分

〔
対　

象
〕
ど
な
た
で
も

〔
参
加
費
〕
一
般
６
２
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

〔
定　

員
〕
各
６０
名

〔
受
付
開
始
〕
①
１０
月
１３
日
（
水
）、
②
１０
月
２０
日
（
水
）

〔
内　

容
〕�

小
さ
な
お
子
様
向
け
の
楽
し
い
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で

す
。
ク
イ
ズ
を
し
た
り
、
秋
の
星
空
や
星
座
の
話
を
聞

い
た
り
し
ま
す
。

〔
期　

日
〕
毎
週
日
曜
・
祝
日

〔
時　

間
〕
①
１１
時
００
分
～
１２
時
００
分
、
②
１４
時
００
分
～
１５
時
００
分

〔
会　

場
〕
福
岡
県
青
少
年
科
学
館　

２
階
実
験
室

〔
対　

象
〕
ど
な
た
で
も

〔
参
加
費
〕
１
０
０
円

〔
定　

員
〕
各
２４
組

〔
内　

容
〕
科
学
の
原
理
を
使
っ
た
工
作
を
行
い
ま
す
。

〔
製
作
物
〕
９
月
１9
日
（
日
）
～
９
月
２３
日
（
木
・
祝
）
ビ
ー
玉
万
華
鏡

　
　
　
　
　
９
月
２６
日
（
日
）
～
１０
月
２４
日
（
日
）
ス
カ
イ
コ
プ
タ
ー

　
　
　
　
　
１０
月
３１
日
（
日
）
～
１１
月
１４
日
（
日
）
す
っ
飛
び
ロ
ケ
ッ
ト

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
青
少
年
科
学
館T

E
L　

０
９
4
２
（
３
７
）
5
5
6
6

F
A
X　

0
9
4
2
（
3
7
）
3
7
7
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w.science.pref.fukuoka.jp/

こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
教
室
や
催
し
は
、
来
館
予
約
シ
ス

テ
ム
と
は
別
に
予
約
が
必
要
で
す
。
受
付
開
始
日
の
９
時

３０
分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
来
館
の
上
、
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

教
室
や
催
し
に
参
加
す
る
場
合
、
参
加
費
の
ほ
か
に
入
館
料
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
土
曜
日
は
高
校
生
以
下
の
入
館
料
は
無
料
で
す
。
ま

た
、
市
民
天
体
観
望
会
の
入
館
料
は
ど
な
た
も
無
料
で
す
。　
　
　
　

星
空
教
室

■ 

～
春
の
星
座
～

市
民
天
体
観
望
会

■ 

①
太
陽
系
の
宝
石
「
土
星
」
を
楽
し
も
う
。　　

    

②
秋
の
星
座
め
ぐ
り
と
天
王
星
を
楽
し
も
う
。

星
空
教
室

■ 

～
春
の
星
座
～

星
空
教
室
（
秋
）

■
『
秋
の
四
辺
形
』
か
ら
星
座
を
さ
が
そ
う
！

　
　

～
秋
の
星
座
～

サ
イ
エ
ン
ス
教
室

■ 

宇
宙
工
学
博
士
に
よ
る
ロ
ケ
ッ
ト
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

科
学
工
作
教
室

サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
ふ
く
お
か

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

福
岡
県
青
少
年
科
学
館
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九州歴史資料館 展示品 名選九州歴史資料館 展示品 名選 No.51

［
教

育
福

岡
］　

N
o.6

6
8

教
育

福
岡

８
・

９
月

号（
通

巻
6

6
8

号
）

令
和

３
年

９
月

1
0

日
発

刊
発

行
所

/福
岡

県
教

育
委

員
会

　
　

福
岡

市
博

多
区

東
公

園
７

番
７

号
　

T
E
L（

0
9

2
）6

5
1

-1
1

1
1

編
集

者
/福

岡
県

教
育

庁
教

育
総

務
部

総
務

企
画

課
　

印
刷

/マ
ツ

オ
印

刷
株

式
会

社

絵葉書（知事室） 絵葉書（中央階上広間） 絵葉書（県会議事堂）

旧福岡県庁舎模型

旧
福
岡
県
庁
舎
の

模
型
と
絵
葉
書

福
岡
県
は
、
令
和
３
年
（
2
0
2
1
）
に
誕
生
か
ら
1
5
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
県
政

の
中
枢
で
あ
る
県
庁
舎
は
、
現
在
、
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
に
あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て
は

福
岡
市
の
天
神
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
福
岡
県
政
1
5
0
年
の
歴
史
か

ら
、
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
旧
福
岡
県
庁
舎
の
資
料
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

福
岡
県
庁
は
、
現
在
の
福
岡
県
域
が
確
定
し
た
明
治
9
年
（
1
8
7
6
）
に
天
神
に
設

置
さ
れ
、
大
正
4
年
（
1
9
1
5
）
に
今
回
紹
介
す
る
旧
庁
舎
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し

た
。
庁
舎
の
模
型
が
、
九
州
歴
史
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
る
と
地
上
2
階
・

地
下
1
階
建
て
、
中
央
部
に
は
塔
も
備
え
て
い
ま
す
。
中
央
塔
の
飾
り
ま
で
含
め
る
と
、

高
さ
が
約
２４
ｍ
に
達
し
、
当
時
と
し
て
は
相
当
大
き
な
建
物
で
し
た
。
外
装
は
一
見
石
造

り
で
す
が
、
実
際
は
レ
ン
ガ
造
り
で
、
外
壁
部
分
を
石
や
モ
ル
タ
ル
で
仕
上
げ
て
い
ま

す
。
建
設
主
任
は
、
旧
福
岡
県
公
会
堂
貴
賓
館
な
ど
も
手
掛
け
た
、
福
岡
県
技
師
の
三
條

栄
三
郎
で
し
た
。

ま
た
庁
舎
内
部
を
撮
影
し
た
絵
葉
書
も
、
九
州
歴
史
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
左
側
は
知
事
室
で
、
大
き
な
暖
炉
が
設
置
さ
れ
、
壁
面
に
も
装
飾
が
施
さ
れ
た
豪
華

な
室
内
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
中
央
の
絵
葉
書
は
2
階
の
広
間
を
写
し
た
も
の

で
、
こ
こ
で
も
装
飾
付
の
壁
面
や
欄
干
が
見
え
ま
す
。
こ
の
広
間
の
天
井
部
分
に
は
、
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
右
側
の
絵
葉
書
は
県
会
（
県
議
会
）
の
議
場
で
、
現
在

の
国
会
議
事
堂
と
同
じ
く
、
演
壇
を
中
心
に
半
円
形
に
議
席
が
並
ぶ
造
り
で
し
た
。

こ
の
旧
福
岡
県
庁
舎
は
、
完
成
後
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
県
政
の
中
心
と
し
て
機

能
し
ま
す
。
県
の
業
務
が
増
え
る
と
、
周
囲
に
次
々
と
別
館
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
戦
時

中
に
は
、
九
州
の
各
県
や
国
の
出
先
機
関
を
統
括
す
る
、
九
州
地
方
行
政
協
議
会
や
九
州

地
方
総
監
府
も
設
置
さ
れ
、
福
岡
県
の
み
な
ら
ず
九
州
全
体
の
行
政
拠
点
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
２０
年
（
1
9
4
5
）
の
福
岡
大
空
襲
で
も
焼
け
残
り
、
戦
後
も
県
政

の
中
枢
を
担
い
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
県
の
業
務
が
一
層
増
大
す
る
と
、
次
第
に
建
て
替

え
が
求
め
ら
れ
、
昭
和
５６
年
（
1
9
8
1
）
に
は
現
在
の
新
庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。
旧
庁

舎
は
そ
の
翌
々
年
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、
解
体
に
際
し
て
は
綿
密
な
調
査
が
行
わ
れ
、

今
回
紹
介
し
た
模
型
も
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
跡
地
は
「
ア
ク
ロ
ス
福
岡
」
お
よ
び
天

神
中
央
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
州
歴
史
資
料
館
で
は
、
こ
の
旧
福
岡
県
庁
舎
の
模
型
や
絵
葉
書
を
は
じ
め
、
明
治
以

来
の
福
岡
県
の
歴
史
と
県
政
の
歩
み
を
紹
介
す
る
企
画
展
「
福
岡
県
政
1
5
0
年　

～
第

1
部　

九
州
の
中
核
を
め
ざ
し
て
～
」
を
、
令
和
3
年
8
月
3
日
（
火
）
か
ら
9
月
２６
日

（
日
）
ま
で
、
開
催
す
る
予
定
で
す
（
本
展
第
2
部
「
ア
ジ
ア
の
な
か
の
福
岡
へ
」
は
、
福

岡
共
同
公
文
書
館
に
て
同
一
会
期
で
開
催
予
定
で
す
）。




